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はじめに
ご承諾事項

オムロン商品ご購入のお客さ まへ

「当社商品」 について特別の合意がない場合には、 お客様のご購入先にかかわらず、 本ご承諾

事項記載の条件を適用いた し ます。

 定義

本ご承諾事項中の用語の定義は次のとお り です。

･ 「当社商品」：「当社」 のFAシステム機器、汎用制御機器、センシング機器、電子・機構部品

･ 「カ タ ログ等」 ： 「当社商品」 に関する、 ベス ト 制御機器オムロ ン、 電子 ・ 機構部品総合

カ タ ログ、 その他のカ タ ログ、 仕様書、 取扱説明書、 マニュアル等であって電磁的方法

で提供される ものも含みます。

･ 「利用条件等」 ： 「カ タ ログ等」 に記載の、 「当社商品」 の利用条件、 定格、 性能、 動作環

境、 取り扱い方法、 利用上の注意、 禁止事項その他

･ 「お客様用途」 ： 「当社商品」 のお客様におけるご利用方法であっ て、 お客様が製造する

部品、 電子基板、 機器、 設備またはシステム等への 「当社商品」 の組み込み、 または利

用を含みます。

･ 「適合性等」 ： 「お客様用途」 での 「当社商品」 の(a)適合性、 (b)動作、 (c)第三者の知的財

産の非侵害、 (d)法令の遵守および(e)各種規格の遵守

 記載事項のご注意

「カ タ ログ等」 の記載内容については次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格値および性能値は、 単独試験における各条件のも と で得られた値であ り、 各定格値

および性能値の複合条件のも と で得られる値を保証する ものではあ り ません。

･ 参考データはご参考と し て提供する もので、 その範囲で常に正常に動作する こ と を保証

する ものではあ り ません。

･ 利用事例はご参考ですので、 「当社」 は 「適合性等」 について保証いた しかねます。

･ 「当社」 は、 改善や当社都合等によ り、 「当社商品」 の生産を中止し、 または 「当社商品」

の仕様を変更する こ とがあ り ます。

 ご利用にあたってのご注意

ご採用およびご利用に際し ては次の点をご理解 く だ さい。

･ 定格 ・ 性能ほか｢利用条件等｣を遵守し ご利用 く だ さい。

･ お客様ご自身にて｢適合性等｣をご確認いただき、 ｢当社商品｣のご利用の可否をご判断 く

だ さい。 ｢当社｣は｢適合性等｣を一切保証いた しかねます。

･ ｢当社商品｣がお客様のシステム全体の中で意図し た用途に対し て、 適切に配電 ・ 設置さ

れている こ と をお客様ご自身で、 必ず事前に確認し て く だ さい。

･ ｢当社商品｣をご使用の際には、(i)定格および性能に対し余裕のある｢当社商品｣のご利用、

冗長設計などの安全設計、 (ii)｢当社商品｣が故障し ても、 ｢お客様用途｣の危険を最小にす

る安全設計、 (iii)利用者に危険を知らせるための、 安全対策のシステム全体と し ての構

築、 (iv)｢当社商品｣および｢お客様用途｣の定期的な保守、 の各事項を実施し て く だ さい。

ご承諾事項
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･ ｢当社商品｣は、 一般工業製品向けの汎用品と し て設計製造されています。 従いま し て、 次に

掲げる用途での使用は意図し ておらず、お客様が｢当社商品｣を これらの用途に使用される際

には、 ｢当社｣は｢当社商品｣に対し て一切保証をいた し ません。 ただ し、 次に掲げる用途で

あっても 「当社」 の意図し た特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。

(a) 高い安全性が必要と される用途 （例 ： 原子力制御設備、 燃焼設備、 航空 ・ 宇宙設備、

鉄道設備、 昇降設備、 娯楽設備、 医用機器、 安全装置、 その他生命 ・ 身体に危険が

及び う る用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途 （例 ： ガス ・ 水道 ・ 電気等の供給システム、 24 時間連続運

転システム、 決済システムほか権利 ・ 財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途 （例 ： 屋外に設置する設備、 化学的汚染を被る設備、

電磁的妨害を被る設備、 振動 ・ 衝撃を受ける設備など）

(d) ｢カ タ ログ等｣に記載のない条件や環境での用途

･ 上記の(a)から(d)に記載されている他、｢本カ タ ログ等記載の商品｣は自動車（二輪車含む。

以下同じ） 向けではあ り ません。 自動車に搭載する用途には利用し ないで下さい。 自動

車搭載用商品については当社営業担当者にご相談 く だ さい。

 保証条件

「当社商品」 の保証条件は次のとお り です。

･ 保証期間 　 ご購入後1年間といた し ます。

（ただ し 「カ タ ログ等」 に別途記載がある場合を除きます。）

･ 保証内容 　 故障し た 「当社商品」 について、 以下のいずれかを 「当社」 の任意の判断で

実施し ます。

(a) 当社保守サービス拠点における故障し た 「当社商品」 の無償修理

（ただ し、 電子 ・ 機構部品については、 修理対応は行いません。）

(b) 故障し た 「当社商品」 と同数の代替品の無償提供

･ 保証対象外 　 故障の原因が次のいずれかに該当する場合は、 保証いた し ません。

(a) 「当社商品」 本来の使い方以外のご利用

(b) 「利用条件等」 から外れたご利用

(c) 本ご承諾事項 「ご利用にあたってのご注意」 に反するご利用

(d) 「当社」 以外による改造、 修理による場合

(e) 「当社」 以外の者による ソ フ ト ウ ェ アプログラムによる場合

(f) 「当社」 からの出荷時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった原因

(g) 上記のほか 「当社」 または 「当社商品」 以外の原因 （天災等の不可抗力を含む）

 責任の制限

本ご承諾事項に記載の保証が、 「当社商品」 に関する保証のすべてです。 　

「当社商品」 に関連し て生じ た損害について、 「当社」 および 「当社商品」 の販売店は責任

を負いません。

 輸出管理

「当社商品」 または技術資料を、 輸出または非居住者に提供する場合は、 安全保障貿易管

理に関する日本および関係各国の法令 ・ 規制を遵守 く だ さい。 お客様が法令 ・ 規則に違反

する場合には、 「当社商品」 または技術資料をご提供できない場合があ り ます。
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以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要な こ と ですので必ず守っ て く だ さい。

■ 設置環境について
・ 引火性、 爆発性ガスの環境では使用し ないで く だ さい。

・ 操作や保守の安全を確保するため、 高電圧機器や動力機器から離し て設置し て く だ

さい。

■ 電源、 配線について
・ 定格電圧を超えて使用し ないで く だ さい。

・ オープン コ レ ク タ出力は、 負荷を短絡させないで く だ さい。

・ 高圧線、 動力線と当製品の配線は別配線と し て く だ さい。 同一配線あるいは

同一ダク ト にする と誘導を受け、 誤動作あるいは破損の原因になる こ とがあ り ます。

・ 電源印加中のコネク タの脱着は避けて く だ さい。 破損の原因と な り ます。

・ 電源および出力端子の逆接続および、 交流電源への接続はし ないで く だ さい。

・ 出力端子に、 定格を超える電圧、 電流を印加し ないで く だ さい。

■ その他
・ 本製品を分解し た り、 修理 ・ 改造し た り し ないで く だ さい。

・ 形ZX シ リ ーズのとの互換性はあ り ません。 形ZJ-S□□□と ZX シ リ ーズのアンプユ

ニ ッ ト を組み合わせて接続し ないで く だ さい。

・ 電源は、 高電圧が発生し ないよ う に対策 （安全超低電圧電源回路） されている直流

電源、 も し く はULク ラス2の直流電源をお使い く だ さい。

・ センサ部ケースは、 内部回路の0V ラ イ ンに接続し ていますので、 必ず絶縁し て く だ

さい。

・ 感電防止および正し く 計測を行う ために、 0V端子を必ず接地し て く だ さい。

・ 濡れた手で操作し ないで く だ さい。 故障のおそれがあ り ます。

・ 24V端子を接地し ないで く だ さい。 故障のおそれがあ り ます。

・ 本製品を落と し た り、 強い衝撃を与えないで く だ さい。 故障のおそれがあ り ます。

・ 測定電圧範囲内であっ てもセンサヘ ッ ド部に静電気放電が加わら ないよ う にし て

く だ さい。 故障のおそれがあ り ます。

・ 廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て処理し て く だ さい。

安全上の要点
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製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機器への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て く

だ さい。

■ 設置場所について
次のよ う な場所には設置し ないで く だ さい

・ 周囲温度が定格の範囲を超える場所

　 ・ 温度変化が急激な場所 （結露する場所）

　 ・ 相対湿度が定格の範囲を超える場所

　 ・ 腐食性ガス、 可燃性ガスがある場所

　 ・ 塵埃、 塩分、 鉄粉がある場所

　 ・ 振動や衝撃が直接加わる場所

　 ・ 直射日光があたる場所

　 ・ 水 ・ 油 ・ 化学薬品の飛沫がある場所

　 ・ 強磁界、 強電界がある場所

構成品の設置や取扱いについて

■ 電源および配線について
・ コー ド の延長はセンサ部、 アン プユニ ッ ト と も に全長で10ｍ 以下と し て く だ さ い。

またセンサ部からのコー ド の延長には、 別売の両側コネク タ コー ド （形ZX-XC□A）

をご使用 く だ さい。 アンプユニ ッ ト からの配線には、同種のシールド ケーブルをご使

用 く だ さい。

　 ・ 市販のスイ ッ チングレギュ レータ をご使用の際は、 FG （フ レームグラ ン ド） 端子を

接地し て く だ さい。

　 ・ 電源ラ イ ンにサージがある場合、 使用環境に応じ てサージアブ ソーバを接続し て

ご使用 く だ さい。

　 ・ 演算ユニ ッ ト （形ZX-CAL2） によ り複数のアンプユニ ッ ト を接続し てご使用の際は、

全てのアンプユニ ッ ト のリ ニアGNDを接続し て く だ さい。

■ ウォームア ッ プについて
電源投入後、 約30分間放置し てから ご使用 く だ さい。 電源投入直後は回路が安定し て

いませんので、 計測値が徐々に変化する こ とがあ り ます。

■ 保守点検について
・ センサ部の調整や脱着をおこ な う 場合は、 必ず電源を切っ てから作業を し て く だ さ

い。

・ センサ部、アンプユニ ッ ト の清掃には、シンナー、ベンジン、アセ ト ン、灯油類は使用

し ないで く だ さい。

・ 測定部にほこ りが入ら ないよ う に し て く だ さい。

使用上の注意
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このマニュアルの読み方

こ のマニュ アルの読み方

ページフ ォ ーマッ ト について

●各章タ イ ト ル

●大見出し

●概要

●イ ンデ ッ クスラベル

●機能の概要やポイ ン ト

●操作の目的

●表示部

●使用するキーまたは切替スイ ッ チ

●操作手順と補足説明

ページの内容を示し ています

大見出しの概要や操作の流れの

図を記載し ています

章番号と内容を示し ています

これから行う操作の内容を示し

ています

操作後の表示状態を指示し ています

操作に使用するキーや切替スイ ッ チを イ ラス ト で

示し ています

操作手順や操作後の表示状態を説明し ています

操作の途中で知ってお く と便利なこ とや参照ページ

などにはマーク をつけて紹介し ています

※このページは存在し ません

●中見出し
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表記上の注意

■ メ ニュー
表示部に表示される項目は[ 　 ]で囲んで表記し ています。

■ 操作手順
操作手順は、 番号をつけてその順番を示し ています。

■ マークの意味

操作する上で守っていただきたいこ とや、 使い方のア ドバイスなど、 その性能について特に大切な

ポイ ン ト がま とめられています。

関連内容を記載し ているページ番号を示し ています。

困った と きに参考になる こ と を示し ています。
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ZJ-SDの特長

ZJ-SDは、静電気センサのシ リーズです。ワークに帯電し た静電気の表面電位を測定する こ と

を主目的とするセンサです。

例 ： 基板の電位測定

■ 距離補正で高精度検出
ワークの帯電量を測定するセンサは、 ワーク との距離に大き く 依存し ます。

形ZJ-SDシ リーズは、 形ZX変位センサと接続する こ と で、 その測距データから帯電量

の距離補正を行う こ とができ、 ばたつきのあるワーク も高精度に計測が可能です。

また、 あらかじめワーク との設置距離が固定の場合は、 形ZJ-SD本体にダイ レ ク ト に

距離データ を イ ンプ ッ ト する こ と で、 距離補正ができ高精度に測定ができます。

Z
X
-U
D
A

POWER ENABLE

ENABLEPOWER ZERO

HIGH

PASS

LOW

SUB

SUB

LOW

PASS

HIGH

ZERO

kV

mm

演算ユニ ッ ト

operation2.book  2 ページ  ２０１４年７月２４日　木曜日　午後１２時１分



3
ZJ-SD

ユーザーズマニュ アル

第
 1

 章
特

　
長

第 1 章
ZJ-SDの特長

センサ部のコ ード 延長機能

専用コー ド で、 センサ部の長さ を延長する こ とができます。

p.6

測定状態が見える、 わかるモニタ リ ング

■ パソ コ ンで測定状態を確認
イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト と静電気スマー ト モニ タ を使用すれば、 パソ コ ン上で測定

波形を見た り測定データ を ロギング し た り する こ とができます。 現場での測定調整や

日常の品質管理に役立ちます。

p.12、 p.124

専用コー ド
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MEMO
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第 2 章

測定準備

基本構成について 6

各部の名称とはたら き 9

アンプユニ ッ ト を設置する 13

センサ部を設置する 15

取付金具に取付ける 17

接続する 19

入力 ・ 出力コー ド を配線する 23
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基本構成について

ZJ-SDの基本構成は以下のよ う にな り ます。

センサ部と アンプ部は決められた組合せで使用し て く だ さい。 ZJ-SD のセンサ部およびアンプ部は、 ZX シ

リーズのアンプ部およびセンサ部と組合わせて使用する こ とはできません。

ZJ-SDA

p.22
p.13

p.15

p.20

アンプの操作をパ
ソ コ ンから 行っ た
り 、 測定値をモニ
タ リ ングできます。

パソ コ ンやプログ
ラマブルコ ン ト
ローラ を接続する
と きに使用し ます。

形ZJ-SD100

静電気を検出す
る部分です。

基本的な構成

形ZJ-SDA11

測定処理を行い、 測定結
果を出力する部分です。

DC24V(±10%)

形ZX-XC1A(1m)

形ZX-XC4A(4m)

形ZX-XC8A(8m)

センサ部と アンプユ
ニ ッ ト の間に使用し
ます。
延長コー ド を2本以
上接続し て使用し な
いで く だ さい。

形ZX-CAL2

複数のアンプユニ ッ ト
を連結する と きに使用
し ます。
・ 演算

p.122

市販のク ロス
ケーブル
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変位センサと 組み合わせて使用する場合

こ こでは、 超音波タ イプの変位センサを使っ て距離を補正する例を説明し ます。

■ パソ コ ン （およびアンプユニ ッ ト ） がない場合

例1）

例2）
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■ パソ コ ン （およびアンプユニ ッ ト ） がある場合
「参照先設定」 は、 静電気スマー ト モニ タ で設定可能です。

例1）

例2）
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各部の名称と はたら き

アンプユニッ ト

(1)センサ部を接続し ます。

(2)出力を電流出力にするか電圧出力にするかを選びます。

　  出力の切替えには、 モニ タ フ ォーカスの設定も必要です。 　 　 p.70 　

(3)演算ユニ ッ ト やイ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト を接続し ます。

(4)電源および同期センサやプログラマブルコントローラなどの外部装置と接続します。

(5)通電中に点灯し ます｡

(6)ゼロ リ セ ッ ト 設定時に点灯し ます。

(7)測定可能時に点灯し ます。 測定不能時 （測定範囲外、 電源投入時にセンサヘ ッ ド部

未接続） は消灯し ます｡

(8)判定結果や警告状態に応じ て点灯し ます。 　 p.10 　

(9)判定結果や警告状態に応じ て点灯し ます。 　 p.10 　

(10)判定結果や警告状態に応じ て点灯し ます。 　 p.10 　

(11)測定値や機能の名称を表示し ます。

(12)測定時の補助的な情報や機能の設定値を表示し ます。 　 　 表示の見方 　 p.29

(13)HIGHまたはLOWどち らのし きい値を設定 （または表示） するかを選びます。

(14)モー ドの切替えを行います。 　 　 モー ドの切替え 　 p.28

(15)測定条件の設定などを行います。 　 　 キー操作 　 p.30

POWER

kV

POWER

kV

(※)操作部と表示部

操作部(※)

表示部(※)

(1)入力コー ド

(4)出力コー ド

(3)連結部(両側面に １ カ所づつ 　 計2カ所)

(2)電流/電圧切替スイ ッ チ(裏面)

(5)電源LED
(6)ゼロ リ セ ッ ト LED

(7)ENABLE LED

(15)操作キー

(14)モー ド切替スイ ッ チ

(13)し きい値選択スイ ッ チ
(12)サブデジ タル

(11)メ イ ンデジ タル

(10)OPE3 LED

(9)OPE2 LED

(8)OPE1 LED

電流/電圧切替スイ ッ チ
電圧出力

電流出力
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判定結果 ・ 警告状態と表示灯

OK ： PASSのと きON

NG ： PASS以外 （HIGHまたはLOW） のと きON

WARN ： 警告状態のと きON

Peak-OK ： ピークホールド結果がOK （PASS） のと きON

Bottm-OK ： ボ ト ムホールド結果がOK （PASS） のと きON

警告状態は、” リ セ ッ ト 入力がON"、” FUNモー ド に切替え”、” 電源OFF"のいずれかが実行されるま

で続きます。

ホールド 出力タ イプ OPE1 OPE2 OPE3

ピーク&ボ ト ムホールド以外 標準 HIGH PASS LOW

警告 WARN OK NG

ピーク＆ボ ト ムホールド 警告/標準 WARN Peak-OK Bottm-OK
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センサ部

■ センサヘ ッ ド

演算ユニッ ト

検出部

コネク タ

アンプユニ ッ ト に接続し ます

プ リ アンプ

(※) 表示部

表示部(※) 連結コネク タ(両側面に1カ所ずつ 　 計2カ所)

連結表示灯

アンプユニ ッ ト を接続する と点灯し ます

アンプユニ ッ ト に接続し ます
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イ ンタ ーフ ェ ースユニッ ト

(1)パソ コ ン との通信ケーブルを接続し ます。

(2)アンプユニ ッ ト を接続し ます。

(3)通電中点灯し ます。

(4)BUSY ： センサとの通信中に点灯し ます。

ERR ： センサとの通信中、 異常が発生し た と きに点灯し ます。

(5)BUSY ： パソ コ ン と通信中に点灯し ます。

ERR ： パソ コ ン との通信中、 異常が発生し た と きに点灯し ます。

(※) 表示部

(2)連結部

(1)コネク タ

表示部(※)

(3)電源LED

（5)外部端末通信LED(BUSY/ERR)

（4)センサ通信LED(BUSY/ERR)
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アンプユニ ッ ト を設置する

アンプユニッ ト を設置する

35mm幅のDIN レールにワン タ ッ チで着脱する こ とができます。

■ 取付け方法
コネク タ側のツ メ をレールにかけて、 フ ッ クがロ ッ クするまで押し込みます。

コネク タ側のツ メ をレールにかけて取付けて く だ さい。 出力コー ド側のツ メ をレールにかけて取付

ける と取付け強度が低下し ます。

DINレール(別売)

形PFP-100N(1m)

形PFP-50N(0.5m)

形PFP-100N2(1m)

エン ド プレー ト (別売)

形PFP-M

コネク タ側のツ メ
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第 2 章
アンプユニ ッ ト を設置する

■ 取外し方法
コネク タ側に押し上げ、 コネク タ側から持ち上げます。

■ 本製品をCE適合品と し て使用する場合
本製品を CE適合品と し て使用する場合には、 付属のフ ェ ラ イ ト コ アを下図のよ う に

ケーブルに取付けて く だ さい。

10mm
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センサ部を設置する

センサ部の設置について説明し ます。

センサヘッ ド

■ 取付け方法

1. センサヘ ッ ド をネジで固定し ます。

締付け ト ルクは0.5Nm以下で確実に取付けて く だ さい。

・ 振動の少ない安定し た場所に取付けて く だ さい。

・ 距離センサと組み合わせて使用 ・ 設置する際には、 専用の取付金具 （形ZJ-XBU1） を使用する こ

と を推奨し ます。

・ センサヘ ッ ド部の金属筐体には何も触れないよ う にし て く だ さい。 正確な測定ができな く なる可

能性があ り ます。

　 設置距離の設定 　 p.41、 スケーリ ング 　 p.99

2. センサヘ ッ ドの角度を調整し ます。

ホルダ側面のネジ （2箇所） をゆるめて、測定対象に正対するよ う にセンサヘ ッ ドの角度を調整し て く だ さい。

ネジは取り外さ ないで く だ さい。

3. ホルダ側面のネジを締めて、 角度を固定し ます。

締付け ト ルクは0.5Nm以下で両側のネジを確実に取付けて く だ さい。

プ リ アンプ

センサヘ ッ ド

コネク タ
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センサ部を設置する

プリ アンプ

■ 取付け方法

1. 付属のプ リ アンプ取付金具を M3 ネジで固定し ま

す

プ リ アンプを DIN レールに設置する場合は、 別売のプ リ アン

プDIX取付用金具 （形ZX-XBT2)をご使用 く だ さい

2. プ リ アンプの片方を取付金具にはめます

3. プ リ アンプのも う片方を取付金具にはめます

プ リ アンプを取付金具から取外す場合は、 プ リ アン

プの中心を持って、 上方向へ引き抜いて く だ さい。

■ 本製品をCE適合品と し て使用する場合
本製品を CE適合品と し て使用する場合には、 付属のフ ェ ラ イ ト コ アに下図のよ う に

ケーブルを2重に巻き付けてご使用 く だ さい。

2

10mm
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取付金具に取付ける

レーザタ イプのスマー ト センサ （形ZX-LD） と静電気センサ （形ZJ-S）、 または超音波タ イプ

のスマー ト センサ （形ZX-UD） と静電気センサ （形ZJ-S） を専用の取付金具 （形ZJ-XBU1）

に取付ける方法を説明し ます。

　 設置距離の設定 　 p.41

■ 取付け方法

 ZX-LD□□□取付例

1. 取付金具 （形ZJ-XBU1） に形ZX-LD□□□をM3ネジで固定し ます

締付け ト ルクは0.3Nm以下で確実に取付けて く だ さい。

センサヘ ッ ドの投受光部に触れないで く だ さい。 指紋などが付着する と正し く 測定できな く な り ます。 誤っ

て触れた場合は、 清潔な柔らかい布で拭き取って く だ さい。

2. 形ZJ-S□□□をネジで固定し ます。

センサヘ ッ ド部の金属筐体には何も触れないよ う にし て く だ さい。 正確な測定ができな く なる可能性があ り

ます。
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 ZX-UD□□取付例

1. 取付金具 （形ZJ-XBU1） に形ZX-UD□□をM18締付けナ ッ ト で固定し ます

締付け ト ルクは45Nm以下で確実に取付けて く だ さい。

2. 形ZJ-S□□□をネジで固定し ます。

センサヘ ッ ド部の金属筐体には何も触れないよ う にし て く だ さい。 正確な測定ができな く なる可能性があ り

ます。
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接続する

構成品の接続方法について説明し ます。

構成品の着脱は、 アンプユニ ッ ト の電源を切った状態で行って く だ さい。 電源 ON のまま行う と破損の原因

にな り ます。

センサ部

コネク タ内の端子には触れないで く だ さい。

■ センサヘ ッ ドの接続方法
アンプユニ ッ ト のコネク タにセンサ部のコネク タ をロ ッ クするまで差し込みます。

■ センサヘ ッ ドの取外し方法
セ ンサ部のコ ネ ク タ 外周 リ ング と ア ン プユニ ッ ト のコ ネ ク タ を持っ て、 ま っ す ぐ に

引っ張り ます。

・ アンプユニ ッ ト 側も必ずコネク タ を持って取外し て く だ さい。 入力コー ドが断線するおそれがあ

り ます。

・ コネク タ内の端子には触れないで く だ さい。

違う形式のセンサ部に交換し た場合は、 アンプユニ ッ ト 内の設定データはすべてク リ ア されます。

コネク タ外周リ ング
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演算ユニッ ト

複数のアンプユニ ッ ト 間で通信を行 う と きは、 演算ユニ ッ ト を使っ てアンプユニ ッ ト

を連結させます。

連結できるアンプユニ ッ ト の数は、 5台までです。

連結し たすべてのアンプユニ ッ ト に対し て、 電源を供給し て く だ さい。

■ 接続方法

1. アンプユニ ッ ト の連結部のカバーを開けます

カバーを持ち上げるよ う にし てスラ イ ド させます

2. 演算ユニ ッ ト をDINレールに取付けます

3. 演算ユニ ッ ト をスラ イ ド させてアンプユニ ッ ト のコネク タに差し込みます

4. アンプユニ ッ ト をスラ イ ド させて演算ユニ ッ ト のコネク タに差し込みます

取外しは逆の順番で行って く だ さい。

1

1

3
4

2
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■ アンプユニ ッ ト 連結時のCH番号
アンプユニ ッ ト を複数台連結させた と きのCH番号は、 次のよ う にな り ます。
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イ ンタ ーフ ェ ースユニッ ト

パソ コ ンを接続する と きは、 イ ン ターフ ェースユニ ッ ト を使用し ます。

■ 接続方法

1. アンプユニ ッ ト の連結部のカバーを開けます

カバーを持ち上げるよ う にし てスラ イ ド させます

2. イ ン ターフ ェースユニ ッ ト をDINレールに取付けます

3. イ ンタ ーフ ェ ースユニッ ト をスラ イ ド さ せてアンプユニッ ト のコ ネク タ に差し 込みます

取外しは逆の順番で行って く だ さい。

・ アンプユニ ッ ト を連結し ている場合は、CH番号の最も大きいアンプユニ ッ ト にイ ン ターフ ェース

ユニ ッ ト を接続し て く だ さい。

・ イ ン ターフ ェースユニ ッ ト を使用し て静電気スマー ト モニ タ と通信できます。

　 p.124

ZJ
-S
D
A
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入力・出力コードを配線する

入力 ・ 出力コー ド の各線の内容は以下のとお り です。

配線は正し く 行って く だ さい。 破損の原因にな り ます。

(1)DC24V(±10％)の電源を接続し ます。

高分解能を必要とする と きは、 他の機器や動力系とは別の安定化電源をご使用 く だ さい。

(2) 電源用0V接続線です。 リ ニア出力以外の入出力のコ モン端子と な り ます。

正しい測定を行う ために、 0V端子は必ず接地し て く だ さい。

(3) 判定結果や警告状態に応じ て出力し ます。 　 p.10 　

(4) 判定結果や警告状態に応じ て出力し ます。 　 p.10 　

(5) 判定結果や警告状態に応じ て出力し ます。 　 p.10 　

(6) 測定の結果に応じ た電流または電圧を出力し ます。

(7) リ ニア出力用0V接続線です。

・ 通常のGNDとは分離し て接地し て く だ さい。

・ リ ニア出力を使用し ない場合でも、 必ず接地し て く だ さい。

・ 演算ユニ ッ ト を使用する場合は、 相互のアンプユニ ッ ト のリ ニアGNDを接続し て く だ さい。

(8) ON時 ： (9)(10)(11)の入力を使用し てバン ク を切替えます。 　 p.88

(9) (8)=ON時 ： バン ク切替を実行し ます。 　 p.88

(8)=OFF時 ： ゼロ リ セ ッ ト の実行、 または解除を行います。 　 p.37

(10)外部装置からの信号入力線です。

(8)=ON時 ： バン ク指定を行います。 　 p.88

(8)=OFF時 ： ホール ド機能のタ イ ミ ングを と るために使用し ます。 タ イ ミ ング入力

中、 サブデジ タルには[TIMNG]と表示されます。 　 p.56

(11)(8)=ON時 ： バン ク指定を行います。 　 p.88

(8)=OFF時 ： 各測定処理、 および出力を リ セ ッ ト し ます。 リ セ ッ ト 入力中、 サブデ

ジ タルには[RESET]と表示されます。 この状態では、 リ ニア出力、 判定出力は非測

定時設定にし たがっ て出力し ます。 ホール ド機能を使用し ている場合、 リ セ ッ ト 入

力がONされる と、 ホールド確定前の状態に戻り ます。 　 p.77
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入出力段回路図
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操作の流れ

p.5

p.52

p.41

p.53

p.105

p.79

p.70

p.46

電源を入れる

アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて

設定する

板状のワーク を測定する

測定内容を設定/変更する

平均回数を設定する

ホールド機能を使う

測定値を比較する(微分機能)

判定条件を設定する

し きい値を入力する

リ ニア出力について

判定の出力タ イ ミ ングを設定する

測
定
の
準
備

測

定

条

件

の

設

定

　

実

行

設置と接続

測定準備

計測モー ド を標準/高精度から

選択する。

p.40

表示のスケールを変更する

出力内容を設定する

p.85

計測モー ドの選択

～

距離計測モー ド を設定する

エ リ ア補正を設定する

p.99

p.64

p.36
測定基準電圧

を補正する
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p.110

p.114

p.38

p.92

p.95

p.93

p.97

p.96

p.111

p.127

困った と きに．．．．

エラー メ ッ セージが表示された

エラー メ ッ セージ と その処置

正常に動作し ない

故障かな？と思ったら

用語がわからない

用語解説

デジ タル表示部の文字から内容を

知り たい

デジ タル表示早見表

測定基準レベルを保存する

（ゼロ リセッ ト メ モリ）

表示桁数を変更する

省電力モー ド で使用する

表示を上下反転させる

キー入力を無効にする

設定データ を初期化する

応

用

的

な

設

定

操

作

付

加

機

能

設

定

の

変

更

・

削

除

警告レベルを設定する

p.82

バン ク を切替える

p.88
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操作の基礎知識

モード の切替え

ZJ-SDAには3つのモー ド があ り、モー ドの切替えは「モー ド 切替スイ ッ チ」で行います。

目的に合ったモー ド に切替えて操作し て く だ さい。

機能遷移図 　 p.33

モー ド 説明

RUN 実際に測定を行う モー ド です。

T し きい値を設定する と きに選びます。

FUN 測定条件を設定する と きに選びます。

POWER

kV
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表示の見方

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルに表示される内容は、 現在選んでいるモー ド によ っ て

異な り ます。 工場出荷時は、 RUNモー ド に設定されています。

電源を入れる と、 メ イ ンデジ タルにはアンプユニ ッ ト の形式、 チャ ンネル数が順番に

表示されます。

サブデジ タルにはソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンが表示されます。

これらの内容を約3秒間表示し た後、 モー ド別の内容を表示し ます。

機能遷移図 　 p.33

モー ド メ イ ンデジ タル サブデジ タル

RUN 測定値 （測定条件反映後の値） を表示

し ます。

例) ホールド機能を設定し ている場合 

ホールド後の値が表示されます。

キー操作によ って、 し きい値、 電圧値、 電流値、 分解

能、 距離値、 現在値を順番に表示し ます。

し きい値表示

し きい値切替スイ ッ チの位置にし たがって、 HIGH/LOW

いずれかのし きい値を表示し ます。

T 測定値 （測定条件反映後の値） を表示

し ます。

例) ホールド機能を設定し ている場合

ホールド後の値が表示されます。

設定対象のし きい値を表示し ます。

し きい値切替スイ ッ チの位置にし たがって、 HIGH/LOW

いずれかのし きい値を表示し ます。

FUN キー操作によ って機能名称を順番に表

示し ます。

メ イ ンデジ タルに表示し ている機能の設定値を表示し

ます。

POWER

kV

メ イ ンデジ タル

サブデジ タル
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■ アルフ ァ ベ ッ ト の表記について
メ イ ンデジ タルとサブデジ タルのアルフ ァベ ッ ト 表記は、 以下のとお り です。

キー操作

表示の切替えや測定条件の設定操作は、 操作キーで行います。

キーの役割は、 現在選んでいるモー ド によ っ て変わり ます。

モー ドの切替え 　 p.28

POWER

kV

操作キー

キーの種類
キーのはたら き

RUNモー ド Tモー ド FUNモー ド

カ

｜

ソ

ル

キ

｜

Lキー

Rキー

サブデジ タルの表示を切

替えます。

数値の桁を選ぶと きに使

用し ます。

設定内容によ ってはたら

きが変わり ます。

・ 機能の表示切替え

・ 数値の桁選択

・ 設定の中止

UPキー タ イ ミ ング入力を行いま

す。

数値を変更する と きに使

用し ます。

設定内容によ ってはたら

きが変わり ます。

・ 選択肢の切替え

・ 数値の変更DOWNキー リ セ ッ ト 入力を行います。

ENTキー 1秒押下 ： ゼロ リ セ ッ ト を

実行し ます。

Rキーと同時に3秒押下 ：

ゼロ リ セ ッ ト を解除し ま

す。

操作内容によ ってはたら

きが変わり ます。

・ し きい値の確定

・ テ ィ ーチングを実行

設定し た条件や数値を確

定し ます。
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条件設定

目的の機能項目を メ イ ンデジ タルに表示させ、 サブデジ タルの設定値を選んで条件を

設定し ます。

こ こでは、 ホールド条件にピークホールド を設定する場合を例にあげて説明し ます。

FUNモー ド/HOLDへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[HOLD]を表示させます

ホールド条件の設定

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [P-H]を選びます

選んだ内容をキ ャ ンセル し たい と きは、 L キーまたはR

キーを押し て く だ さい

現在の設定されている内容(この場合は[OFF])に戻り ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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数値入力

し きい値の設定や出力値の設定に必要な数値の入力方法を説明し ます。 こ こ では、 し

きい値 （下限値） のダイ レ ク ト 入力を例にあげて説明し ます。

下限値の設定を[40.000]→[39.000]に変更する

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

し きい値の設定

2. L側にスイ ッ チを切替えます

メ イ ンデジ タルには、 測定値が表示されます

サブデジ タルには、 現在の設定値が表示されます

3. カーソルキーのいずれか1つを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅表示され、 ダイ レ ク ト 入

力が可能な状態にな り ます

4. 「3」 を表示させます

5. 1の位の桁にカーソルを移動させます

6. 「9」 を表示させます

選んだ内容をキャ ンセルし たいと きは、 最上位桁にカー

ソルを移動させて Ｌ キーを押す、 または最下位桁にカー

ソルを移動させて Ｒ キーを押すと、 現在設定されている

内容 （この場合は40.000)に戻り ます

7. ENTキーを押し て確定し ます

点灯に変わり、 設定が登録されます
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機能遷移図

遷移図の見方

項目の上段はメ イ ンデジ タル、 下段はサブデジ タルの表示を表し ています。

RUNモード

上記の表示内容は一例であ り、 実際の表示とは異な り ます。

現在値とは 　 p.114

Tモード

機能の遷移はあ り ません。

上記の表示内容は一例であ り、 実際の表示とは異な り ます。

RUNモー ド およびTモー ド で、 HIGH/LOWどち らのし きい値が表示されるかは、 し きい値切替スイ ッ

チの位置によ って変わり ます。

メ イ ンデジ タル表示

サブデジ タル表示

※1 RUNモー ド に入る と｢測定値｣、 ｢し きい値」 が最初に表示されます

し きい値※1 リ ニア出力電圧値

測定値※1(メ イ ンデジ タルは常に測定値を表示し ます)

リ ニア出力電流値

分解能 距離値 現在値

p.64

し きい値切替スイ ッ チ
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第 3 章
機能遷移図

FUNモード

p.40 p.52 p.69 p.41

p.106

p.92 p.95

p.82 p.82 p.38

p.77

計測モー ド※1 平均回数 ヒ ス幅 距離計測モー ド

※1 FUNモー ド に入る と

｢計測モー ド｣が最初

に表示されます

ト リ ガ方向

スペシ ャル機能

微分機能 リ ニア出力補正 モニタ フ ォーカス

微分サイ クル

ECOモー ド 表示リバース

警告レベル 出力タ イ プ ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ設定 非測定時設定

ク ラ ンプ値設定

を選んだ場合、 スペシャル機能がすべて表示されます。

バン ク切替

p.107 表示桁数制限

※2 ｢ホールド」 が 「OFF」 以外

の場合に表示されます。

センサ距離値

ト リ ガ

ｾﾙﾌﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ-High

ｾﾙﾌﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ-Low

ｾﾙﾌﾄﾘｶﾞﾋｽ幅

p.56

スケーリ ング機能

p.99p.70

p.43

p.93

p.74

p.88

operation2.book  34 ページ  ２０１４年７月２４日　木曜日　午後１２時１分



35
ZJ-SD

ユーザーズマニュ アル

第
 3

 章
基

本
操

作
第 3 章

機能遷移図

p.62 p.63 p.63

p.97

p.81

デ ィ レ イホールド

デ ィ レ イ時間 サンプ リ ング時間

タ イマ

タ イマ時間設定

スペシ ャル 設定初期化

この記号は， 事前にある選択肢をENTキーで確定

し た後、 LキーまたはRキーで メ ニュー移動する

こ と を表し ています。

エ リ ア面積

ホールド

p.53 p.79p.85

エ リ ア補正 p.86
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測定基準電圧を補正する

測定基準電圧を補正する

基準と なる電位を補正する こ と で、 よ り正しい測定結果が得られます。

下図のよ う に、 接地された推奨基準検出体を置き、 ゼロ リ セ ッ ト を実行し ます。

・ 周辺に帯電物がある、 あるいは接地されていないなどの原因で測定基準と なる検出物体が帯電し

ている状態の場合は、 正しい測定結果が得られない可能性があ り ます。

・ 冶工具等が推奨基準検出体の条件を満た し ていれば、 同等の測定結果を得る こ とができます。

■ 直線性 （参考値）
上記の補正によ り、 下記グラ フのよ う な直線性を得る こ とができます。

A

B

材質 ： 金属板 （導体）

A寸法≧5L1

B寸法≧5L1

厚み （t） ≧1mm

基準検出体の推奨条件

基準検出体L1

設置距離L1の5倍以上

*グラ フは、 n＝8の実測データ です。
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測定基準電圧を補正する

基準電圧の補正(ゼロリ セッ ト )を実行する

キー操作または外部から信号を入力すれば、 そのと きの測定値が基準値 「0」 に リ セ ッ

ト されます。

すでに基準電圧の補正 （ゼロ リ セ ッ ト ） が実行されている場合は、 上書き されます。 設

定し た内容は、 電源を切っても記憶されています。 （工場出荷時設定）

記憶し ない設定に変更する こ と もできます。

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ p.38

1. 基準と なる検出物体をセ ッ ト し ます

2. RUNモー ド に切替えます

3. ENTキーを1秒以上押すか、外部装置からゼロ

リ セ ッ ト 信号を入力(800ms以下)し ます

基準値が登録され、 ゼロ リ セ ッ ト LEDが点灯し ます

メ イ ンデジ タルには、 登録し た基準値に対する公差が表

示されます

基準電圧の補正(ゼロリ セッ ト )を解除する

1. RUNモー ド に切替えます

2. ENTキーを押し ながらRキーを3秒以上押し ま

す

外部装置から解除し たい場合は、 ゼロ リ セ ッ

ト 信号を1秒以上入力し ます

ゼロリ セッ ト が解除さ れ、ゼロリ セッ ト LEDが消灯し ます
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第 3 章
測定基準電圧を補正する

基準電圧の補正値（ゼロリ セッ ト レベル）を保存する

（ゼロリ セッ ト メ モリ ）

「ゼロ リ セ ッ ト し た と きの測定値」 を電源を切っ ても保持するかど うかを選びます。

・ 電源再投入時に、 前に電源を切った と きのゼロ リ セ ッ ト レベルを保持し ておきたい場合は、 ゼロ

リ セ ッ ト メ モ リ を[ON]に設定し て く だ さい。

[ON]にし てお く と、 ゼロ リ セ ッ ト するたびにアンプユニ ッ ト 内部のEEPROM(不揮発性メ モ リ )に

書込まれます。 このEEPROMの書込寿命は10万回であ り、 測定ご との書込みは故障の原因と な り

ますので、 [ON]で使用する と きは書込寿命に気を付けて く だ さい。

・ ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ を [OFF] に設定し ても、 し きい値やその他の機能を変更し た場合は、 一緒に

ゼロ リ セ ッ ト レベルも保存されます。 この場合は、 再起動後もゼロ リ セ ッ ト は継続されます。

選択肢 内容

ON(工場出荷時） 電源を切ってもゼロ リ セ ッ ト レベルは保存されます。

OFF 電源を切る と、 ゼロ リ セ ッ ト は解除されます。
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測定基準電圧を補正する

FUNモー ド/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

ZRMEMへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[ZRMEM]を表示させます

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リの有無を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [ON]か[OFF]を選びます

ON ： 保存する(工場出荷時)

OFF ： 保存し ない

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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第 3 章
計測モー ドの選択

計測モード の選択

形ZJ-SDには、 標準と高精度の2種類の計測モー ド があ り ます。

距離補正機能を実施する前に、 計測モー ド を選択し て く だ さい。

　 距離補正機能 p.41

FUNモー ドへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[MEAS]を表示させます

計測モー ドの設定

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [STAND]か[HI-AC]を選択し ます

STAND ： 標準モー ド

HI-AC ： 高精度モー ド

5. ENTキーを押し て確定し ます

選択し たモー ドが設定されます

モー ド 選択肢 測定距離範囲 最大測定電圧 表示分解能 小数点以下表示桁数

標準モー ド STAND
5～100mm

±50kV 10V 2桁

高精度モー ド HI-AC ±5kV 1V 3桁
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設置距離の設定

静電気センサとワーク までの距離を設定し ます。

変位センサと組合わせて計測する こ と で、 ワーク と ヘ ッ ド 間の距離の変化に応じ て電位値を

補正する こ とができます。 ヘ ッ ド と ワーク間の距離変化の有無や専用金具を使用するかど う

かなどの条件によ って、 選択するモー ドが変わり ます。

 モー ド選択基準

■ USERモー ド
現在のワーク とヘ ッ ド 間の距離"d" （固定） を距離値に入力し て く だ さい。

"d"が変わった場合は、 再度センサ距離値を入力し て く だ さい。

モー ド 表示 説明

USERモー ド USER ワーク とヘ ッ ド間の距離を固定し て使用する場合

（静電気センサ単体で使用）

AUTOモー ド AUTO ワーク とヘ ッ ド間の距離が変化する と きに、 専用の治具を使用し な

い場合

（お客様ご自身の治具で、 静電気センサおよび距離センサを固定す

る場合）

FIXモー ド FIX ワーク とヘ ッ ド間の距離が変化する と きに、 専用の取付金具(形ZJ-

XBU1)を使用し てレーザタ イ プのスマー ト センサ （形ZX-LD） また

は超音波タ イ プのスマー ト センサ （形ZX-UD） を設置する場合

ENABLEPOWER ZERO

HIGH

PASS

LOW

SUB

kV

operation2.book  41 ページ  ２０１４年７月２４日　木曜日　午後１２時１分



42

第
 3

 章
基

本
操

作

ZJ-SD
ユーザーズマニュ アル

第 3 章
設置距離の設定

■ AUTOモー ド
現在のワーク とヘ ッ ド 間の距離"d"を入力し て く だ さい。

静電気センサと変位センサの位置関係が変わった場合は、 再度センサ距離値を入力し

て く だ さい。

■ FIXモー ド
専用の取付金具 （形ZJ-XBU1） に、 静電気センサ （形ZJ-SD） と レーザセンサ （形ZX-

LD□□）、 または静電気センサ （形ZJ-SD） と超音波センサ （形ZX-UD□□） を固定し

ます。 FIXモー ド を設定するだけで、 距離値を入力する必要はあ り ません。
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FUNモー ド/DISTへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[DIST]を表示させます

距離計測モー ド の設定

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. 距離補正方法を選択し ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

選択し たモー ドが設定されます

センサ距離値の設定 （距離計測モー ド で[USER]または[AUTO]選択時）

6. メ イ ンデジ タルに[S-DIS]を表示させます

[AUTO]/[FIX]の場合 ： サブデジ タルには、 静電気センサ

が現在認識し ている距離値が表示されます。

 FIXモー ドの場合は、センサ距離値の入力は不要

です。

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

8. センサ距離値を設定し ます

9. ENTキーを押し て確定し ます

指定し た距離が登録されます

桁の移動

数値の変更
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MEMO
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ユーザーズマニュ アル

第 4 章

主な使い方と 設定方法

板状のワーク を測定する 46
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第 4 章
板状のワーク を測定する

板状のワーク を測定する

こ こ では、 板状のワークの表面電位を測定する場合を例にあげて説明し ます。

操作の流れ

実際に検出物体をセ ッ ト し て設定し ていきます。 あらかじめ基準サンプルをご用意 く だ さい。

基板

装置に取付ける 測定基準電圧 を

補正する

距離計測モ ー ド

を設定する

計測モ ー ド を 設

定する

セ ンサ距離値 を

設定する

測定 タ イ ミ ン グ

を設定する

基準サ ン プル を

測定する

公差判定値 を 設

定する
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板状のワーク を測定する

装置に取付ける

センサヘ ッ ド を検査装置に取付けます。

センサ部や配線などに負担がかから ないよ う に取付けて く だ さい。

センサ部を設置する 　 p.15

測定基準電圧を補正する

静電気を測定する際に基準と なる電位を補正し ます。

測定基準電圧を補正する 　 p.36

計測モード を設定する

標準モー ドか高精度モー ド を選択し ます。

計測モー ドの選択 　 p.40

距離計測モード を設定する

USERモー ド、 AUTOモー ド、 FIXモー ドの中から選択し ます。

ワーク と センサ部間の距離が固定の場合はUSERモー ド、 距離が変化する場合はAUTOモー ド、 距離

が変化し センサの固定に専用の取付金具 （形ZJ-XBU1） を使用する場合はFIXモー ド を選択し て く だ

さい。

設置距離の設定 　 p.41
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板状のワーク を測定する

センサ距離値を設定する

ワーク と センサ部の距離値を設定し ます。

・ USERモー ドの場合は、 指定し た距離で固定されます。

・ AUTOモー ドの場合は、 設定された距離を使っ て変位センサと形ZJ-SDセンサ部との

　 位置関係が登録され、 変位センサを使った距離補正ができ るよ う にな り ます。

FIXモー ドの場合は、 センサ距離値の入力は不要です。

センサ距離値の設定 （距離計測モー ド で[USER]または[AUTO]選択時） 　 p.43

測定タ イ ミ ングを設定する

ボ ト ムホールド 機能を使用し、 サンプ リ ング時間内の 「最小値(ボ ト ム)」 をホールド し

ます。

装置から タ イ ミ ング入力できない場合は、 「ホールド ト リ ガ」 で[DIST]を選択し、 距離センサで計測

される距離値にあわせてサンプ リ ングする こ と も可能です。

設定の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

ホールド機能を使う 　 p.53

測定値

ボ ト ム値をホールド

サンプ リ ング
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板状のワーク を測定する

基準サンプルを測定する

位置決めテ ィ ーチングで基準サンプルの電位差を測定し、 測定結果をHIGHし きい値と

し て登録し ます。

登録し た値は、 で設定する し きい値の参考にし ます。

設定の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

位置決めテ ィ ーチング 　 p.66

公差判定値を設定する

で登録し たHIGH し きい値を参考に し て、 PASS （OK） と判定する電位差の上下限

値 （HIGHし きい値とLOWし きい値） を設定し ます。

こ こで設定し た し きい値を も とに判定結果が出力されます。

出力タ イプ＝標準 ： 「HIGH」 「PASS」 「LOW」

出力タ イプ＝警告 ： 「WARN」 「OK」 「NG」

(*)正と負の警告レベルが存在するため、 絶対値で判定し ます。

警告レベルを設定する(出力タ イプ) 　 p.82

操作の詳細は、 「第5章 　 詳細設定」 をご覧 く だ さい。

ダイ レ ク ト 入力 　 p.65

測定結果    判定結果

測定結果＞HIGHし きい値 　 　 HIGH

LOWし きい値≦測定結果≦HIGHし きい値 　 　 PASS

LOWし きい値＞測定結果 　 　 LOW

|測定結果|＞警告レベル (*) 　 　 WARN

LOWし きい値≦測定結果≦HIGHし きい値 　 　 OK

測定結果＞HIGHし きい値

または

LOWし きい値＞測定結果

　 　 NG
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平均回数を設定する

測定し たデータ を、 設定し た回数の平均値で出力し ます。 急激な測定値の変化を無視し たい

と きなどに設定し て く だ さい。 ただ し判定出力やリ ニア出力の応答時間は遅 く な り ます。

FUNモー ド/AVEへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[AVE]を表示させます

平均回数の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. 平均回数を選びます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

平均回数の選択肢 応答時間 

1 2ms

2 3ms

4 5ms

8 9ms

16 17ms

32 33ms

64 65ms

128 129ms

256 257ms

512 513ms

1024 1025ms

静電気センサヘ ッ ドの平均回数は、工場出荷時に、

64回に設定されています。

一般的に、 平均回数を n 倍する と、 分解能は 倍高

く な り ます。

n
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ホールド 機能を使う

ホールド とは、 測定開始→終了までの測定値の中から 「最大値」 「最小値」 などの任意の値を

ホールド(保持)し、 測定終了後にその値を出力する機能です。

操作の流れ

測定値のホールド 条件を選ぶ

ホールド 測定の開始→終了間の時間を 「サンプ リ ング時間」 と呼びます。

こ こでは、 サンプ リ ング時間内のどの値をホールド するかを選びます。

起動後、 1回目のサンプ リ ング時間が終了するまでは、 ク ラ ンプ値が出力されます。

ク ラ ンプ値とは 　 p.77

ホールド 条件は、 以下の7種類から選びます。

321
測定値のホール ド

条件を選ぶ

ホール ド 測定の ト リ

ガを設定する

ト リ ガ方向/セルフ

ト リ ガレベルを設定

する

(必要に応じ て) 4
デ ィ レ イ 時間を設定

する

(必要に応じ て)

選択肢 内容

OFF

(工場出荷時)

ホールド測定を行いません。 常に測定値を出力し ます。

P-H （ピーク） サンプ リ ング時間内の 「最大値」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ング終了

後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

B-H （ボ ト ム） サンプ リ ング時間内の 「最小値」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ング終了

後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。
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PP-H （ピークtoピーク） サンプ リ ング時間内の 「最大値と最小値の差」 をホールド し ます。 主に、 振動

などを検出する と きに選びます。 出力はサンプ リ ング終了後に変化し、 次のサ

ンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

S-H （サンプル） サンプ リ ング時間に入った瞬間の測定値をホールド し ます。 出力はサンプ リ ン

グ開始時に変化し、 次のサンプ リ ングが開始されるまでホールド されます。

AVE-H （アベレージ） サンプ リ ング時間内の 「測定値の平均」 をホールド し ます。 出力はサンプ リ ン

グ終了後に変化し、 次のサンプ リ ングが終了するまでホールド されます。

MASK （マスク） サンプ リ ング時間内のみ計測値を更新し ます。 サンプ リ ング時間が終了する

と、 次のサンプ リ ング時間が開始するまで、 も し く は、 リ セ ッ ト 信号を受信す

るまでホールド されます。

PB-H

（ピーク＆ボ ト ム）

サンプ リ ング期間内の 「最大値」 と 「最小値」 をホールド し ます。

最大値はメ イ ンデジ タルに、 最小値はサブデジ タルに表示されます。

選択肢 内容
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FUNモー ド/HOLDへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[HOLD]を表示させます

ホールド条件の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. ホールド 条件を選びます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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ホールド 測定のト リ ガを設定する

測定開始条件を選びます。

ト リ ガの種類を選択

1. メ イ ンデジ タルに[H-TRG]を表示させます

ホールド条件が[OFF]の場合は表示されません

2. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

選択肢 内容

TIMNG

(タ イ ミ ング入力)

(工場出荷時)

タ イ ミ ング入力線を使用し てサンプ リ ング開始の ト リ ガを入力し ます。 タ イ ミ

ング入力線に入る信号がONの間をサンプ リ ング時間と し ます。

デ ィ レ イ時間が設定されている場合、 入力OFFとサンプ リ ング時間終了

は同期し ません。終了タ イ ミ ングは指定したサンプ リ ング時間経過後に

な り ます。

DIST

（距離 ト リ ガ)

変位センサが特定の距離を検出し ている間をサンプ リ ング時間と し ます。

変位センサ使用時のみ指定できます。

（例 ： ト リ ガ方向=UPの場合）

ト リ ガ方向、 セルフ ト リ ガレベル、 セルフ ト リ ガ ヒ ス幅を指定し て く だ

さい。
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3. ト リ ガの種類を選びます

[TIMNG]と[DIST]の2種類あ り ます

4. ENTキーを押し て確定し ます

ト リ ガの種類が登録されます
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ト リ ガ条件を設定する

測定開始～終了のタ イ ミ ングをどのよ う に入力するかを選びます。

ホールド ト リ ガで[DIST]を選択し た場合のみ設定可能です。

選択肢 内容

UP

(セルフア ッ プ ト リ ガ)

(工場出荷時)

変位センサの測定値が、 設定し たセルフ ト リ ガレベルを上回っている期間をサ

ンプ リ ング時間と し ます。 同期入力な し でホールド測定が可能です。

セルフ ト リ ガレベル-Low[H-LVL]を指定し て く だ さい。

DOWN

(セルフダウン ト リ ガ)

変位センサの測定値が、 設定し たセルフ ト リ ガレベルを下回っている期間をサ

ンプ リ ング時間と し ます。 同期入力な し でホールド測定が可能です。

セルフ ト リ ガレベル-High[H-LVH]を指定し て く だ さい。

WINDOW 変位センサの測定値セルフ ト リ ガレベルHighと セルフ ト リ ガレベルLowの範囲内

にある期間をサンプ リ ング時間と し ます。

セルフ ト リ ガレベル-High[H-LVH]およびセルフ ト リ ガレベル-Low[H-LVL]を指

定し て く だ さい。
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・ ヒ ステ リ シス幅とは

ト リ ガレベル付近の測定値のばたつきに応じ て設定し ます。 サンプ リ ング開始と同時にヒ ステ リ

シスがかかり、 タ イ ミ ング入力のチャ タ リ ングを防止できます。

・ サンプ リ ング実行中および メ イ ンデジ タルに[-----]と表示されている状態では、ゼロ リ セ ッ ト 入

力は無効と な り ます。

・ セルフ ト リ ガレベルを[UP]または[DOWN]に設定し ている場合、タ イ ミ ング入力信号は無視されま

す。 サンプ リ ングには影響し ません。

・ デ ィ レ イ時間が設定されている場合、 測定値がセルフ ト リ ガレベルを下回った タ イ ミ ング、 また

は上回った タ イ ミ ングと、 サンプ リ ング時間終了は同期し ません。 終了タ イ ミ ングは指定し たサ

ンプ リ ング時間経過後にな り ます。

ト リ ガ方向を選択

1. メ イ ンデジ タルに[H-TRD]を表示させます

ホールド条件が[OFF]の場合は表示されません

2. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

3. ト リ ガの種類を選びます

[UP］、 [DOWN]、 [WINDW]の3種類あ り ます

4. ENTキーを押し て確定し ます

ト リ ガの種類が登録されます

セルフ ト リ ガレベルの設定 （例 ： ト リ ガ方向で[WINDW]選択時）

セルフ ト リ ガレベルには[H-LVH]と[H-LVL]の2種類あ り、 ト リ ガ方向によ り指定するセルフ ト リ ガ

レベルは異な り ます。

・ ト リ ガ方向=UPの場合 ： [H-LVL]を指定

・ ト リ ガ方向=DOWNの場合 ： [H-LVH]を指定

・ ト リ ガ方向=WINDOWの場合 ： [H-LVH]と[H-LVL]両方指定
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5. メ イ ンデジ タルに[H-LVH]を表示させます

ト リ ガが[TIMNG]の場合は表示されません

6. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

7. セフル ト リ ガレベルを設定し ます

8. ENTキーを押し て確定し ます

ト リ ガレベルが登録されます

9. メ イ ンデジ タルに[H-LVL]を表示させます

ト リ ガが[TIMNG]の場合は表示されません

10. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

11. セルフ ト リ ガレベルを設定し ます

12. ENTキーを押し て確定し ます

ト リ ガレベルが登録されます

桁の移動

数値の変更

桁の移動

数値の変更
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ヒ ステ リ シス幅の設定(ホールド ト リ ガで[DIST]を選んだ場合のみ)

13. メ イ ンデジ タルに[H-HYS]を表示させます

ト リ ガが[TIMNG]の場合は表示されません

14. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

15. ト リ ガレベル用のヒ ステ リ シス幅を設定し

ます

16. ENTキーを押し て確定し ます

ヒ ステ リ シス幅が登録されます

桁の移動

数値の変更
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ディ レイ 時間を設定する

検出物体境界近 く での信号のふらつきなどを避けるため、 ホール ド ト リ ガ検知直後の

測定値を無視し たいと きなどに設定する機能です。

「 ト リ ガ検知→サンプ リ ングを開始するまでの時間(デ ィ レ イ時間）」 と 「サンプ リ ング

時間」 を設定できます。

工場出荷時は、 「デ ィ レ イ時間を設定し ない(OFF)」 になっ ています。

・ デ ィ レ イ時間＋サンプ リ ング時間が ト リ ガ検知間隔よ り短 く なるよ う に設定し て く だ さい。

・ デ ィ レ イ時間＋サンプ リ ング時間が経過する前に、 ト リ ガを検知し た場合は、 後から入力

  された ト リ ガは無視され、 サンプ リ ングに反映されません。

・ホールド ト リ ガおよび ト リ ガ条件を満た し た と き、 ト リ ガを検知し ます （例 ： タ イ ミ ング入力が

  ONし た場合）。

デ ィ レ イホールド(H-DLY)への移行

1. メ イ ンデジ タルに[H-DLY]を表示させます

ホールド条件が[OFF]の場合は表示されません

2. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

3. [ON]を表示させます

4. ENTキーを押し ます

H-DLY機能が設定可能にな り ます
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デ ィ レ イ時間の設定

5. メ イ ンデジ タルに[H-D-T]を表示させます

[H-DLY]が[OFF]の場合は表示されません

6. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

7. デ ィ レ イ時間(ms)を入力し ます

8. ENTキーを押し て確定し ます

デ ィ レ イ時間が登録されます

サンプ リ ング時間の設定

9. メ イ ンデジ タルに[H-S-T]を表示させます

[H-DLY]が[OFF]の場合は表示されません

10. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

11. サンプ リ ング時間(ms)を入力し ます

12. ENTキーを押し て確定し ます

サンプ リ ング時間が登録されます

桁の移動

数値の変更

桁の移動

数値の変更
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し き い値を入力する

PASS と判定する測定値の範囲を設定し ます。 HIGH し きい値と LOW し きい値の2つを設定し ま

す。 判定結果と し て出力されるのは 「HIGH」、 「PASS」、 「LOW」 の3種類です。

設定方法は、 以下の ３ つです。

し きい値にはヒ ステ リ シス( ヒ ス幅)を設定する こ と もできます。 判定が安定し ないと きは、 ヒ ステ リ シスを

設定し て く だ さい。 チャ タ リ ングを防止できます。

 p.69

設定方法 内容

ダイ レ ク ト 入力 数値を直接入力し て し きい値を設定し ます。

あらかじめ判定基準がわかっている場合や、 テ ィ ーチングで決定し た し きい値を

調整する と きに便利な方法です。

位置決めテ ィ ーチング 実際に測定を行って、 その測定結果を し きい値と し て設定し ます。

帯電限界サンプルを用意できる と きに便利な方法です。

オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング キー入力中連続し て測定を行い、 その最大測定値と最小測定値を し きい値と し て

設定し ます。

実際に装置を稼働し、 実測値を元にし きい値を設定し たいと きに便利な方法です。

HIGHし きい値

測定値

LOWし きい値

出力

(測定値＞HIGHし きい値の場合ON)

(LOWし きい値≦測定値≦HIGHし きい値

の場合ON)

(測定値＜LOWし きい値の場合ON)
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ダイ レク ト 入力

数値を直接入力し て、 し きい値を設定し ます。

あらかじめ静電気の規格値がわかっ ている場合や、 テ ィ ーチングで決定し た し きい値

を調整する と きに便利な方法です。

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

し きい値の設定

2. 設定する し きい値にスイ ッ チを切替えます

メ イ ンデジ タルには、 現在の測定値が表示されます

サブデジ タルには、現在設定されている し きい値(選択ス

イ ッ チの設定側)が表示されます

3. カーソルキーのいずれか1つを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

4. し きい値を設定し ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

設定エラー時の対処方法

[ERRLH]、 [ERRHL]と表示された場合は、 以下のエラーが

発生し ています。

・ HIGHし きい値<LOWし きい値

・ HIGHし きい値-LOWし きい値<ヒ ス幅

ヒ ス幅の設定 p.69

し きい値は更新されていません

再度設定し て く だ さい

桁の移動

数値の変更
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位置決めティ ーチング

実際に測定を行って、 その測定結果を し きい値と し て設定し ます。

上限/下限の限界サンプルが用意できる と きに便利な方法です。

既に設定し ているホールドや ト リ ガモー ド、 スケーリ ングの設定内容も、 テ ィ ーチング時の測定に

反映されます。

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

し きい値の設定

2. 設定する し きい値にスイ ッ チを切替えます

メ イ ンデジ タルには、 現在の測定値が表示されます

サブデジ タルには、現在設定されている し きい値(選択ス

イ ッ チの設定側)が表示されます

3. 限界サンプルをセ ッ ト し ます

メ イ ンデジ タルの値が変化し ます

4. ENTキーを1秒以上押し て離し ます

ENTキーを離し た タ イ ミ ングの測定値が、 し きい値に設

定されます

サブデジ タルに、 その値が表示されます

 [ERRLH]、 [ERRHL]が表示された場合 p.65

位置決めテ ィ ーチングで設定し た し きい値を、 ダイ レ ク ト 入力によ っ て変更する こ と も できます。

実測値に対し て判定の公差を考慮し たいと きに便利です。

p.65
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オート マチッ ク ティ ーチング

キーを入力し ている間連続し て測定を行い、 その最大値と最小値を し きい値と し て設

定し ます。

実際に装置を稼働し、 実測値を元にし きい値を設定し たいと きに便利な方法です。

既に設定し ているホールドや ト リ ガモー ド、 スケーリ ングの設定内容も、 テ ィ ーチング時の測定に

反映されます。

Tモー ドへの移行

1. Tモー ド に切替えます

2. 装置を稼働させます

し きい値選択スイ ッ チは、どち らになっていてもかまいません。どち らに設定されていても、HIGH・

LOW両方のし きい値が設定されます。
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し きい値の設定

3. 測定を開始し ます

ENTキーとRキーを同時に押し続けている間、測定されま

す

サブデジ タルに、 [AUTOT]と点滅表示されます

4. 測定を終了する と きは、ENTキーとRキーを離

し ます

測定期間内の最大測定値がHIGHし きい値に、 最小測定値

がLOWし きい値に設定されます

サブデジ タルには、新し く 設定された し きい値(し きい値

選択スイ ッ チの設定側)が表示されます

 [ERRLH]が表示された場合 p.65

オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチングで設定し た し きい値を、 ダイ レ ク ト 入力によ って変更する こ と もでき

ます。 実測値に対し て判定の公差を考慮し たいと きに便利です。

p.65
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ヒ ス幅設定

HIGH/PASS/LOW判定が境界付近で安定し ないと きに、判定上下限値のヒ ステ リ シス幅

(動作点と復帰点の差)を設定し ます。

セルフ ト リ ガのチャ タ リ ングを防止し たいと きは、 セルフ ト リ ガ用のヒ ス幅を設定し て く だ さい。

p.56

FUNモー ド/HYSへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[HYS]を表示させます

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

4. ヒ ス幅を入力し ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

設定エラー時の対処方法

[ERROV]と表示された場合は、「ＨIGHし きい値-LOWし き

い値<ヒ ス幅」 になっています

し きい値は更新されていません

再度設定するか、 し きい値を変更し て く だ さい

HIGHし きい値

測定値

LOWし きい値

出力

ヒ ステ リ シス （ヒ ス幅）

動作点
復帰点

桁の移動

数値の変更
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リ ニア出力について

出力設定(モニタ フ ォ ーカ ス)

リ ニア出力とは、 測定結果を3～21mAの電流、 または-5～+5Vの電圧に変換し て出力す

る こ と です。 表示される測定値と出力値の関係を自由に設定できます。 接続する外部

機器に合わせて設定し て く だ さい。

任意の2点の電流値(または電圧値)に対する出力値を入力する こ とによ り、 出力範囲を

設定し ます。

例 ： 5kVを4mA、 15kVを20mAに設定する(電流出力の場合)

指定する2点は、 1kV以上離し て く だ さい。

モニ タ フ ォーカスを設定する と し きい値は解除されます。 モニ タ フ ォーカスを設定した場合は、 再

度し きい値を実行し て く だ さい。

し きい値 p.36

出力電流

（mA）

測定値

（kV）

出力電流

（mA）

測定値

（kV）
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こ こでは、 電流出力の出力範囲を 「5kV を 4mA、 15kV を 20mA」 に変更する場合を例に

説明し ます。 電圧出力の場合は、 適宜読み替えて く だ さい。

1. アンプユニ ッ ト の電源を切り ます

2. アンプユニ ッ ト 底面の電流/電圧切替スイ ッ チ

を電流出力に切替えます

工場出荷時は、 電圧出力になっています

FUNモー ド/SPCLへの移行

3. 電源を入れ、 FUNモー ド に切替えます

4. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

FOCUSへの移行

5. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

6. [SET]または[ALL]を表示させます

7. ENTキーを押し ます

出力電流

（mA）

測定値

（kV）

出力電流

（mA）

測定値

（kV）

電流出力

電圧出力
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8. メ イ ンデジ タルに[FOCUS]を表示させます

電流値(mA)、 電圧値(V)の選択

9. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

10. [mA]を表示させます

必ずアンプユニ ッ ト 底面のデ ィ ッ プスイ ッ チの設定と同じ選択肢を選んで く だ さい。

1点目(A)の設定

11. ENTキーを押し ます

1点目(A)の設定表示に変わり ます

メ イ ンデジ タルには、 出力電流値が表示されます

サブデジ タルには、 対応する測定値が表示され、 最上位

桁が点滅し ます

12. 1点目の出力電流値と、対応する測定値を設定

し ます

サブデジ タルの測定値には、測定範囲内の値(スケーリ ン

グや演算を設定し ている場合はそれを反映し た値) を設

定し て く だ さい

設定対象桁を示す点滅は、 以下の順に移動し ます。

桁の移動

数値の変更

サブデジ タルの桁移動 1 桁ずつ

移動

サブデジ タルと メ イ ンデジ タル間の移動

(サブデジ タルの最上位桁/最下位桁よ り)
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13. ENTキーを押し て確定し ます

1点目の設定が確定されます

引き続き、 2点目の設定画面が表示されます

2点目(B)の設定

14. 1点目と同様に、 2点目の出力電流値と対応す

る測定値を設定し ます

15. ENTキーを押し て確定し ます

フ ォーカス設定完了の確認

モニ タ フ ォーカスが正し く 設定された場合は、 [OK] と表

示されます

正し く 設定されなかった場合は、 [NG]と表示されます

以下の点を確認し、 も う一度実行し て く だ さい

・ サブデジ タルに設定し た測定値が、 測定範囲内の値に

なっているか(スケーリ ングや演算が設定されている場

合は、 その内容も反映されます)

・ 1点目と 2点目の測定値が、 定格測定範囲の1%以上離れ

ているか

・ １ 点目と ２ 点目の電流(電圧)値が、 同じ値になっていな

いか
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リ ニア出力値の補正

接続する外部装置などの条件によ っ て、 アンプユニ ッ ト で設定されている リ ニア出力

電流値(または電圧値)と、 実際に観測される電流値(または電圧値)の間にずれが生じ る

こ とがあ り ます。 リ ニア出力補正機能を使えば、 このずれを補正できます。

任意の2点の電流値(または電圧値)に対する補正値を入力する こ とによ り、 出力値が補

正されます。

あらかじめ、 モニ タ フ ォーカス機能を設定し、 電流出力または電圧出力を選んで く だ さい。

 p.70

こ こ では、 電流出力の場合を例に説明し ます。 電圧出力の場合は、 適宜読み替えて く

だ さい。

1. リ ニア出力線を外部の電流計に接続し ます

FUNモー ド/SPCLへの移行

2. 電源を入れ、 FUNモー ド に切替えます

3. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

L-ADJへの移行

4. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

5. [SET]または[ALL]を表示させます
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6. ENTキーを押し ます

7. メ イ ンデジ タルに[L-ADJ]を表示させます

サブデジ タルには、 モニ タ フ ォーカスで設定し た項目が

点滅表示されます(mAまたはV)

8. ENTキーを押し ます

1点目(A)の設定表示に変わり ます

メ イ ンデジ タルには、 出力電流値が表示されます

サブデジ タルには、 補正値が表示され、 最上位桁が点滅

し ます

1点目(A)の設定

9. 1点目の出力電流値と補正値を設定し ます

電流計の測定値がメ イ ンデジ タルの出力電流値と一致す

るよ う に、 サブデジ タルの補正値を変更し て く だ さい

補正値を大き く する と、 出力電流が大き く な り ます

補正値の設定範囲は 「-999～999」 です

マイナス値を設定し たいと きは、 サブデジ タルの最上位

桁(3桁目)を点滅させて、 数値を変更し て く だ さい。

補正値が4変化する と、リ ニア出力は約1.4μA(0.7mV)変化

し ます。

設定対象桁を示す点滅は、 以下の順に移動し ます。

10. ENTキーを押し て確定し ます

1点目の補正値が確定されます

引き続き、 2点目の設定画面が表示されます

桁の移動

数値の変更

サブデジ タルの桁移動 1 桁ずつ

移動

サブデジ タルと メ イ ンデジ タル間の移動

(サブデジ タルの最上位桁/最下位桁よ り)
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2点目(B)の設定

11. 1点目と同様に2点目の補正値を設定し ます

12. ENTキーを押し ます

設定結果の確認

リ ニア出力補正が正し く 登録された場合は、 サブデジ タ

ルに[OK]と表示されます

正し く 設定されなかった場合は、 [NG]と表示されます

１ 点目と ２ 点目の電流(電圧)値が、同じ値になっていない

か確認し、 も う一度実行し て く だ さい
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非測定時の出力設定

リ セ ッ ト 入力中のリ ニア出力内容を設定し ます。

・ ホールド測定の場合

[KEEP]を設定し ていても、 最初のホールド値が確定する前の出力は[CLAMP]と同様にな り ます。

・ FUNモー ド での出力も、 非測定時の出力設定に従います。

FUNモー ド/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

RESETへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

選択肢
出力内容

判定出力 リ ニア出力

KEEP(キープ)

(工場出荷時)

非測定状態になる直前の測定値を保持し て出力し ます。

CLAMP(ク ラ ンプ) すべてOFFにな り ます。 設定し たク ラ ンプ値を出力し ます。

選択肢は以下のとおり です。

・ 電流出力時 ： 3～21mA、 またはmax(約23mA)

・ 電圧出力時 ： -5～5V、 またはmax(約5.5V)
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6. メ イ ンデジ タルに[RESET]を表示させます

非測定時の出力状態を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [KEEP]または[CLAMP]を選びます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[CLAMP] を選んだ場合は、 引き続き ク ラ ンプ値を設定し

て く だ さい

ク ラ ンプ値の設定(CLAMPを選んだ場合のみ)

10. メ イ ンデジ タルに[CLAMP]を表示させます

[KEEP]を選んだ場合は、 表示されません

11. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

12. ク ラ ンプ値を選びます

13. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます
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判定の出力タ イ ミ ングを設定する(タ イ マ)

外部機器の動作に合わせて、 判定出力のタ イ ミ ングを変更できます。

選択肢 内容

OFF

(工場出荷時)

判定結果が確定し た時点で、 判定を

出力し ます。

OFF-D 

(オフデ ィ レ イ タ イマ)

判定結果が確定し た後、 PASS出力の

立下がり を タ イマ時間分、 遅らせま

す。

HIGH出力およびLOW出力の立上がり

り も タ イマ時間分、 遅れます。

ON-D

(オンデ ィ レ イ タ イマ)

判定結果が確定し た後、 PASS出力の

立上がり を タ イマ時間分、 遅らせま

す。

HIGH出力およびLOW出力の立下がり

も タ イマ時間分、 遅れます。

測定値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

測定値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

測定値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力
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第 5 章
判定の出力タ イ ミ ングを設定する(タ イマ)

こ こ では、 オフデ ィ レ イ タ イマの設定を例に説明し ます。 オフデ ィ レ イ タ イマ以外の場合は、

適宜読み替えて く だ さい。

FUNモー ド/TIMERへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[TIMER]を表示させます

タ イマ種類の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. タ イマの種類を選びます

1-Sht

(ワンシ ョ ッ ト タ イマ)

結果がPASSに変化し た と きにPASS出

力を タ イマ時間分、 出力し ます。

HIGH出力およびLOW出力は、 出力さ

れません。

選択肢 内容

測定値

HIGHし きい値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力
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判定の出力タ イ ミ ングを設定する(タ イマ)

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[OFF]以外を選んだ場合は、引き続き タ イマ時間を設定し

て く だ さい

タ イマ時間の設定([OFF]以外を選んだ場合)

6. メ イ ンデジ タルに[T-TIM]を表示させます

[OFF]を選んだ場合は表示されません

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

8. タ イマ時間(ms)を設定し ます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

桁の移動

数値の変更
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第 5 章
警告レベルを設定する(出力タ イプ)

警告レベルを設定する(出力タ イ プ)

HIGH/PASS/LOW以外のし きい値 （警告レベル） を設定し、 表示する こ とができます。

判定出力 （判定表示灯） について

OK ： PASSと同意

NG ： PASS以外 （HIGHまたはLOWの場合）

WARN ： 警告状態と なった と きON

Peak-OK ： ピークホールド結果がOK(PASS)のと きON

Bottom-OK ： ボ ト ムホールド結果がOK(PASS)のと きON

選択肢 内容

STAND

（標準）

(工場出荷時)

警告レベルを設定し ません。

HIGH/PASS/LOWの判定のみ出力

タ イマ=OFFの場合

WARN 

（警告）

警告レベルを設定し ます。

引続き、 警告レベル値を指定し て く

だ さい。

・ 警告状態は、” リ セ ッ ト 入

　 力がON"、 "FUNモー ド に

　 切替え"、 "電源OFF"のい

　 ずれかが実行されるまで出

　 力され続けます。

・ 警告レベル値は、 プ ラス方

　 向と マイナス方向に設定さ

　 れます。

  (例 ： 15を指定する と、 +15

  と-15が警告レベル値にな り

  ます）

タ イマ=OFFの場合

ホールド 出力タ イ プ OPE1 OPE2 OPE3

ピーク&ボ ト ムホールド以外 標準 HIGH PASS LOW

警告 WARN OK NG

ピーク＆ボ ト ムホールド 関係せず WARN Peak-OK Bottom-OK

測定値

LOWし きい値

HIGH出力

PASS出力

LOW出力

HIGHし きい値

測定値

HIGHし きい値

LOWし きい値

Warn出力

OK出力

NG出力

警告レベル

（－側）

警告レベル

（＋側）
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警告レベルを設定する(出力タ イプ)

FUNモー ド/OUTPTへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ETC]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[OUTPT]を表示させます

出力タ イ プの選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. 出力タ イプを選びます

警告レベルを設定する場合は[WARN]、設定し ない場合は

[STAND]を選択し ます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[WARN]を選んだ場合は、警告レベルを設定し て く だ さい
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警告レベルを設定する(出力タ イプ)

警告レベルの設定(出力タ イプで[WARN]を選んだ場合のみ)

10. メ イ ンデジ タルに[WARN]を表示させます

11. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

12. 警告レベル値を設定し ます

13. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

桁の移動

数値の変更
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エリ ア補正機能を使う

静電気センサの検出エ リ アは、 ワーク と ヘ ッ ド 間の距離によ っ て変化し、 検出エ リ ア内の平

均電位値が表示されます。 そ こ で、 エ リ ア補正機能によ り、 検出対象のエ リ アを指定し て正

確な電位値を表示させる こ とができます。

検出物体の周囲の帯電状態 ・ 環境などによ っ て、 正し く 補正されない場合もあ り ます。 そのよ う な際には、

エ リ ア補正機能をOFFにし てご使用 く だ さい。

選択肢 内容

OFF

(工場出荷時)

エ リ ア全体を測定し ます。

ON 測定エ リ ア全体の電位値を特定のエ リ

アの電位値に換算し ます。

エ リ ア面積[SIZE]を指定し て く だ さい。

エ リ ア面積は、検出対象エ リ ア

の大き さ （φ○○mm） を入力

し て く だ さい。

測定エ リ ア を限定す る機能で

はあ り ません。特定のエ リ ア外

に帯電物がある場合は、電位値

が正し く 換算されません。
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第 5 章
エ リ ア補正機能を使う

FUNモー ド/AREAへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[AREA]を表示させます

エ リ ア補正の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. エ リ ア補正の有無を選びます

エ リ ア補正機能を使用する場合は[ON]を選択し ます

5. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[ON] を選んだ場合は、 引き続きエ リ ア面積を設定し て く

だ さい

エ リ ア面積の設定([ON]を選んだ場合のみ)

6. メ イ ンデジ タルに[SIZE]を表示させます

[OFF]を選んだ場合は表示されません

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます
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エ リ ア補正機能を使う

8. エ リ ア面積を設定し ます

エ リ ア面積は、 検出対象エ リ アの大き さ （φ○○mm） を

入力し ます

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

桁の移動

数値の変更
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第 5 章
バン ク を選択する

バンク を選択する

形ZJ-SDには、最大4つの設定パターンを記憶し てお く こ とができ、 これをバン ク と呼びます。

・バン クは4つ選択できます。

・ バン クは、 外部入力線またはアンプ （FUNモー ドのバン ク切替[BANK]） で切替えます。

・ 外部入力線での切替えは、 RUNモー ドのと きのみ可能です。

・ バン ク切替中は計測が停止し ています。 バン ク内の設定データがRAM上にロー ド され、 設定処理  

　 が終了する と計測が再開されます。

■ 外部入力線からのバン ク切替え手順
RUNモー ド状態のと きに、 外部入力線の⑧、 ⑨、 ⑩、 ⑪を使用し てバン ク切替する手順を説明し ます。

入力線の使用方法切替

1. 桃⑧バン ク シフ ト 入力をONし ます

入力線⑨、 ⑩、 ⑪の役割が、 次のよ う に変わり ます

橙⑨ゼロ リ セ ッ ト 入力→バン ク切替実行にな り ます

紫⑩タ イ ミ ング入力→バン ク選択1にな り ます

赤⑪リ セ ッ ト 入力 　 →バン ク選択2にな り ます

桃⑧バン クシ フ ト 入力は、 バン ク切替時以外はOFFにし て く だ さい。
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バン クの選択

2. ⑩バン ク入力1と⑫バン ク入力2をON/OFFし ます

ON/OFFの組合わせによ りバン ク を指定し ます

バン ク番号と外部入力線

バン クの切替え

3. ⑨バン ク切替実行をOFF→ON→OFFと切替えます

バン ク切替実行入力がON→OFFに切替わった瞬間に、 選択されているバン クに切替わり ます

バン ク番号
外部入力線

紫⑩バン ク入力1 赤⑪バン ク入力2

0 OFF OFF

1 ON OFF

2 OFF ON

3 ON ON
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第 5 章
バン ク を選択する

■ アンプからのバン ク切替え手順

FUNモー ド/BANKへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[BANK]を表示させます

バン クの選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. バン ク番号を選びます

0～3が選択可能です

5. ENTキーを押し て確定し ます

指定し たバン クに切替わり ます
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第 6 章

補助機能

表示桁数を変更する 92

表示を反転させる 93

表示部の明る さ を変更する(ECO表示) 95

キー入力を無効にする 96

設定データ を初期化する 97

表示のスケールを変更する 99

測定値を比較する(微分機能) 105
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第 6 章
表示桁数を変更する

表示桁数を変更する

RUN モー ド 時のメ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示桁数(0～5桁) を選びます。 工場出荷時

は、 5桁表示になっ ています。 4桁以下に変更し た場合は、 下位の桁から表示が消去されます。

0桁に変更し た場合は、 すべてのデジ タル表示が消灯し ます。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

DIGITへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [DISP]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[DIGIT]を表示させます

桁数の選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. 表示桁数を選びます

9. ENTキーを押し て確定し ます
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表示を反転させる

表示を反転さ せる

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示を上下反転させます。 カーソルキーの操作も逆にな り

ます。 装置への取付けを上下逆にし たい場合に便利です。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

DREVへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [DISP]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[DREV]を表示させます
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第 6 章
表示を反転させる

反転の有無を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [OFF]か[ON]を選びます

OFF ： 反転な し(工場出荷時)

ON ： 反転あ り

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[ON]を選んだ場合は、 表示が反転し ます
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表示部の明る さ を変更する(ECO表示)

表示部の明るさ を変更する(ECO表示)

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルの表示を暗 く し、 消費電流をおさ えます。

FUN/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

ECOへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [DISP]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[ECO]を表示させます

ECO表示の有無を選択

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [OFF]か[ON]を選びます

OFF ： 通常表示(工場出荷時)

ON ： ECO表示

9. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

[ON]を選んだ場合は、 表示が暗 く な り ます
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キー入力を無効にする

キー入力を無効にする

アンプユニ ッ ト のキー入力をすべて無効に し ます。 解除するまでキー入力は受付けられませ

ん。 誤っ て設定を変更し て し ま う こ と を避けたい場合に便利です。

キーロ ッ ク中でも、 モー ド切替スイ ッ チおよびし きい値選択スイ ッ チは有効です。

キーロッ ク する

1. FUNモー ド に切替えます

2. カーソルキー (4つ)を同時に押し続けます

メ イ ンデジ タルに、 [LOCK]と表示されます

サブデジ タルに、 [-----]が1桁ずつ表示されます

3. サブデジ タルに[OK]が表示されたら、 キーを

離し ます

キー入力が無効にな り ます

キーロッ ク を解除する

1. FUNモー ド に切替えます

2. カーソルキー (4つ)を同時に押し続けます

メ イ ンデジ タルに、 [FREE]と表示されます

サブデジ タルに、 [-----]が1桁ずつ表示されます

3. サブデジ タルに[OK]が表示されたら、 キーを

離し ます

キーロ ッ クが解除されます
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設定データ を初期化する

全バン ク または選択中のバン クの設定内容を初期化し、 工場出荷時の状態に戻し ます。

・ [INIT]には[ALL]と[NOW]の2種類あ り ます。

[ALL] ： 全バン ク(0～3)をすべて初期化し ます

[NOW」 ： 選択中のバン ク を初期化し ます

・ バン ク初期化後、 選択中のバン クがバン ク0に切替わる こ とはあ り ません。

初期値

機能 初期値

計測モー ド 標準

平均回数 静電気センサヘ ッ ド(形ZJ-SD100)接続時 ： 64回

ヒ ス幅 0.1kV

距離計測モー ド ユーザ

センサ距離値 10mm

エ リ ア補正 OFF

ホールド OFF

タ イマ OFF

スペシャル機能 CLOSE

スケーリ ング OFF

モニ タ フ ォーカス 定格測定範囲最小値 ： -4V(電圧出力時)、 4mA(電流出力時)

定格測定範囲最大値 ： +4V(電圧出力時)、 20mA(電流出力時)

リ ニア出力補正 未補正

表示リバース OFF

ECO表示 OFF

表示桁数制限 5桁(全桁)

非測定時設定 KEEP

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ ON

HIGHし きい値 表示最大値

LOWし きい値 表示最小値

微分機能 OFF

ゼロ リ セ ッ ト 機能 解除

サブデジ タル表示 し きい値

出力タ イプ 標準

警告レベル 表示最大値
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FUNモー ド/INITへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[INIT]を表示させます

全バン ク初期化/選択中バン ク初期化の選択

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ALL]か[NOW]を選択し ます

ALL ： 全バン ク初期化

NOW ： 選択中のバン クのみ初期化

5. ENTキーを押し ます

6. ENTキーを押し続けます

サブデジ タルに、 [-----]が1桁ずつ表示されます

7. サブデジ タルに [OK] が表示されたら、 ENT

キーを離し ます

設定がすべて初期化されます
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表示のスケールを変更する

実際の測定値とは異なる値を メ イ ンデジ タルに表示させたい場合に使用し ます。

実際に検出物体をセ ッ ト し て設定し ます。

設定方法には、 「1点スケーリ ング」 と 「2点スケーリ ング」 の2種類があ り ます。

・ こ こで設定し たスケーリ ング補正値は、 表示のみに反映されます。

表示値に対する リ ニア出力を変化させたい場合は、 モニ タ フ ォーカス機能を使用し て く だ さい。

また、 表示の最小値は-19999、 最大値は59999です。

p.70

・ 　 スケーリ ングを設定する と、 以下の設定内容は工場出荷時の状態に戻り ます。

スケーリ ング設定後に設定し て く だ さい。

セルフ ト リ ガレベル p.59

し きい値 p.36

1点スケーリ ング

ある1カ所で測定を行い、 その測定値に対する変更値を設定し ます。

オフセ ッ ト と増減の反転(表示イ ンバース)を設定できます。

FUNモー ド/SCALEへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SCALE]を表示させます

表示値

実際の測定値

(kV)

(kV)
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スケーリ ング実行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [ON]を表示させます

5. ENTキーを押し て確定し ます

サブデジ タルには、 [P1SCL]と表示されます

6. 表示を変更し たい位置に検出物体をセ ッ ト し

ます

検出物体は測定範囲内にセ ッ ト し て く だ さい。 測定範囲内にセ ッ ト されている場合は、 ENABLE 表

示灯が点灯し ます。 測定範囲外にセ ッ ト する と、 スケーリ ングできません。

7. カーソルキーのいずれか １ つを押し ます

メ イ ンデジ タルに、 現在の測定値が表示されます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

8. 測定値に対する変更値を、 サブデジ タルに設

定し ます

小数点の位置は、 この後の操作で変更できます

9. ENTキーを押し て確定し ます

小数点が点滅し ます

桁の移動

数値の変更
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10. 必要に応じ て、 小数点を移動させます

11. ENTキーを押し て確定し ます

サブデジ タルに、 表示イ ンバースの設定が表示されます

表示イ ンバースの選択

12. 表示イ ンバースを選びます

13. ENTキーを押し て確定し ます

サブデジ タルに、 P2SCLと表示されます

14. ENTキーを押し ます

選択肢 内容

D-FWD 表示イ ンバースな し

対象ワークの帯電量が増えるにつれて、 セン

サアンプに表示される測定値が増加し ます

D-INV 表示イ ンバースあ り

対象ワークの帯電量が増えるにつれて、 セン

サアンプに表示される測定値が減少し ます
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スケーリ ング完了の確認

正し く スケーリ ングされた場合は、 [OK]と表示されます

スケーリ ングできなかった場合は、 [NG]と表示されます

ENABLE表示が点灯し ているか確認し て、も う一度実行し

て く だ さい
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2点スケーリ ング

2カ所で測定を行い、 その測定値に対する変更値を設定し ます。

オフセ ッ ト と スパンを変更できます。

指定する2点は、 1kV以上、 離し て く だ さい。

1点目の設定

1. 1点スケー リ ングの1.～11.と同じ手順で、1点

目を設定し ます

p.99

2点スケーリ ングでは、 2点の入力値に基づいて

自動的に スパンが設定 さ れるので、 表示 イ ン

バースの設定は無視されます。

2点目の設定

2. 表示を変更し たい位置(2点目)に検出物体をセ ッ ト し ます

1点目から定格測定範囲の1%以上離れた位置、か

つ測定範囲内に、 検出物体をセ ッ ト し て く だ さ

い。

表示値

実際の測定値

(kV)

(kV)
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3. カーソルキーのいずれか １ つを押し ます

メ イ ンデジ タルに、 現在の測定値が表示されます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

4. 測定値に対する変更値を設定し ます

小数点の位置は、 この後の操作で変更できます

5. ENTキーを押し て確定し ます

小数点が点滅し ます

6. 小数点を移動させます

7. ENTキーを押し て確定し ます

スケーリ ング設定完了の確認

正し く スケーリ ングされた場合は、 [OK]と表示されます

スケーリ ングできなかった場合は、 [NG]と表示されます

以下の点を確認し て、 も う一度実行し て く だ さい

・ ENABLE表示が点灯し ているか

・ 1点目と2点目が、 定格測定範囲の1%以上離れているか

桁の移動

数値の変更
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測定値を比較する(微分機能)

非常に短い時間内に発生する、 測定値の急激な変化を検出し たいと きに設定し ます。

微分機能では、 比較間隔前の測定値と現在値との変化を検出し ます。 この比較間隔の係数を、

微分サイ クルと定義し ています。

微分サイ クルと比較間隔の関係は、 以下の式で求められます。

比較間隔＝微分サイ クル×1ms

例 ： 微分サイ クル＝10の場合

FUNモー ド/SPCLへの移行

1. FUNモー ド に切替えます

2. メ イ ンデジ タルに[SPCL]を表示させます

現在値

サンプ リ ング

比較間隔10ms(=1ms×10)

表示値

サンプ リ ング周期

（1ms）
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DIFFへの移行

3. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

4. [SET]または[ALL]を表示させます

5. ENTキーを押し ます

6. メ イ ンデジ タルに[DIFF]を表示させます

微分サイ クルへの移行

7. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルが点滅し ます

8. [ON]を表示させます

9. ENTキーを押し て確定し ます

微分サイ クルが設定可能にな り ます
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微分サイ クルの設定

10. メ イ ンデジ タルに[D-CYC]を表示させます

[DIFF]が[OFF]の場合は表示されません

11. UPキーまたはDOWNキーを押し ます

サブデジ タルの最上位桁が点滅し ます

12. 微分サイ クルを設定し ます

13. ENTキーを押し て確定し ます

設定が登録されます

桁の移動

数値の変更
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MEMO
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故障かな？と 思っ たら

こ こ では、 ハー ド に関する一時的な ト ラ ブルの対処方法を記載し ます。 修理に出す前に、 ま

ずお確かめ く だ さい。

現象 原因と対処法 参照

稼働中に再起動される ・ 電源装置は正し く 接続されていますか？

・ イ ン ターフ ェースユニ ッ ト または演算ユニ ッ ト は、 し っかり と接

続されていますか？

p.23

p.20

p.22

外部へ判定を出力できない ・ 各コー ドは正し く 接続されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

・ リ セ ッ ト 入力が短絡し ていませんか？

p.23

入力信号を受付けない ・ 各コー ドは正し く 配線されていますか？

・ 信号線が断線し ていませんか？

p.23

パソ コ ン と通信できない ・ コー ドは正し く 配線されていますか？

・ イ ン ターフ ェースユニ ッ ト は正し く 接続されていますか？

・ イ ン ターフ ェースユニ ッ ト の底面スイ ッ チは突起のない側に入っ

ていますか？

・ コネク タのピン配置は合っていますか？

p.23

p.22

p.124

p.122

リ ニア出力レベルがおかしい ・ アンプユニ ッ ト の底面スイ ッ チは正しい側に入っていますか？

・ モニ タ フ ォーカス設定での電圧/電流選択は正しいですか？

・ リ ニア出力レベルの微調整をする こ と も可能です。

p.70

メ イ ンデジ タルとサブデジ タルに

何も表示されない

表示桁数が0桁に設定されていませんか？ p.92

メ イ ンデジ タルの表示が"-----"の

状態のままになる

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[TIMIG]のと き、 タ イ ミ ン

グは入力されていますか？

・ ホールド機能が有効で、 ト リ ガの種類が[UP]または[DOWN]のと

き、 セルフ ト リ ガレベルは適切な値が設定されていますか？

p.53

測定値が日や時刻によ って変動し、

安定し ない

温度特性の影響が考えられます。 定期的に基準対象物でゼロ リ セ ッ

ト を実行し、 補正するよ う にし て く だ さい。

p.36

計測値が固定されたまま動かない ・ リ セ ッ ト 入力やバン クシフ ト 入力が短絡し た りON状態になって

いませんか？

・ ホールド機能が設定されていませんか？

・ Enable表示灯が消灯し ていませんか？

表示灯が消灯し ている場合、 測定電位が大き く 、 内部回路が飽和

し ている可能性があ り ます。

センサヘ ッ ド を測定ワークから離し て測定し て く だ さい。

測定電圧範囲内であっても検出物体との距離が短い場合には測定

値が飽和する こ とがあ り ます。

この時、 表示値はほとんど変化し な く な り ます。

p.23

p.53

operation2.book  110 ページ  ２０１４年７月２４日　木曜日　午後１２時１分



111
ZJ-SD

ユーザーズマニュ アル

第
 7

 章
付

　
録

第 7 章
エ ラー メ ッ セージ と その処置

エラ ーメ ッ セージと その処置

こ こ では、 メ イ ンデジ タルに表示されるエ ラー内容と その処置について記載し ます。

【通常計測中】

【各種数値設定時のエ ラー表示】

表示 エラー内容 処置 参照

E-SHT 判定出力のいずれか、 またはすべてが短

絡し ています。

負荷短絡状態を解除し て く だ さい （負荷短絡状態解

除後、 自動復帰し ます）。

p.23

E-EEP EEPROMが壊れているか、 あるいはデー

タが異常です。

ENT キーを 3 秒以上押 し 続けて保存デー タ を ク リ ア

後、 電源を再投入し て く だ さい。 

それでも エラーが解決し ない場合は、 アンプユニ ッ

ト が故障し ています。 アンプユニ ッ ト を交換し て く

ださい。

p.9

E-HED センサ部が接続されていないか、 あるい

はセンサ部に異常があ り ます。

いったん電源を切り、 センサ部が正し く 接続されて

いるか確認後、 電源を再投入し て く だ さい。 

それでも エラーが解決し ない場合は、 センサ部が故

障し ています。 センサ部を交換し て く だ さい。

p.17

ERRLH LOWし きい値に、 ＨIGHし きい値以上の

値を設定し よ う と し ま し た。

正しいし きい値を入力し て く だ さい。 p.64

し きい値が 「HIGHし きい値－LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERRHL HIGHし きい値に、 LOWし きい値以下の値

を設定し よ う と し ま し た。

正しいし きい値を入力し て く だ さい。 p.64

し きい値が 「HIGHし きい値－LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERROV 設定し よ う と し た数値が大きすぎます。 適切な数値を入力し て く だ さい。 p.32

し きい値が 「HIGHし きい値ー LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERRUD 設定し よ う と し た数値が小さすぎます。 適切な数値を入力し て く だ さい。 p.32

表示 エラー内容 処置 参照

ERRLH LOWし きい値に、 ＨIGHし きい値以上の

値を設定し よ う と し ま し た。

正しいし きい値を入力し て く だ さい。 p.64

し きい値が 「HIGHし きい値－LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERRHL HIGHし きい値に、 LOWし きい値以下の値

を設定し よ う と し ま し た。

正しいし きい値を入力し て く だ さい。 p.64

し きい値が 「HIGHし きい値－LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERROV 設定し よ う と し た数値が大きすぎます。 適切な数値を入力し て く だ さい。 p.32

し きい値が 「HIGHし きい値ー LOWし きい

値＜ヒ ス幅」 になっています。

ERRUD 設定し よ う と し た数値が小さすぎます。 適切な数値を入力し て く だ さい。 p.32
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【隣接距離センサ使用時】

表示 エラー内容 処置 参照

E-DIS 取得し た距離データが異常です。 ・ 連結された距離センサが正常に計測できているか

確認し て く だ さい。 

・ アンプユニ ッ ト と センサ部の接続を確認し て く だ

さい。

・ エ リ ア補正実行時は、 エ リ ア面積の設定値が正し

いか確認し て く だ さい。

p.9

p.17

p.85

E-CHL 距離計測モー ドがAUTO状態で、 演算ユ

ニ ッ ト またはアンプユニ ッ ト の接続が外

れま し た。

連結されたアンプユニ ッ ト との接続を確認し て く だ

さい。 あるいは、 距離計測モー ド をUSERにし て く だ

さい。

p.17

p.41
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Q&A

ご質問 お答え

使用できる イ ン ターフ ェースユニ ッ ト の形式は？ 形ZJ-SF11が必要です。

ZXシ リーズに対応し ているZX-SF11は使用できません。

し きい値のテ ィ ーチングやダイ レ ク ト 入力でエラー表

示にな り、 設定できません。

テ ィ ーチングし た結果やダイ レ ク ト 入力による設定し きい

値が以下の条件を満た さ ない場合は、 設定できません。

・ ＨIGHし きい値－ Ｌ OWし きい値＞ヒ ス幅

 p.64

スケーリ ング実行時、 サブデジ タルにエラーが表示さ

れ、 設定できません。

以下の理由のため、 スケーリ ングを設定できません。

・ 測定範囲外でスケーリ ングを実行し よ う と し た

・ ２ 点スケーリ ング実行時に ２ 点の測定値の間隔が1kV以

上離れていない

 p.99

モニ タ フ ォーカス実行時、 サブデジ タルにエラーが表

示され、 設定できません。

指定し た ２ 点間の測定値が定格測定範囲の1%以上離れてい

ないと きは、 モニ タ フ ォーカスを設定できません。

 p.70

3台以上のアンプユニ ッ ト で演算できますか？ 形ZJ-SDには計測結果を演算する機能はあ り ません。

2台のアンプユニ ッ ト に、 それぞれ異なる測定範囲の

センサ部を接続し た場合、 演算可能ですか？

形ZJ-SDには計測結果を演算する機能はあ り ません。

イ ン ターフ ェースユニ ッ ト にアンプユニ ッ ト を何台ま

で接続し て通信できますか？

形ZJ-SDA11は5台まで可能です。

バン クシ フ ト 入力の解除後も、 ウォー ミ ングア ッ プは

必要ですか？

不要です。
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用語解説

用語 解説

応答時間 センサが帯電量を測定し た後、 出力 （リ ニア出力/判定出力） に反映されるまでの時間で

す。

平均回数 ・ 演算の設定によ って変わり ます。

測定値 RUNモー ド またはTモー ド でアンプユニ ッ ト のメ イ ンデジ タルに表示される測定結果のこ と

です。 

設定にあわせて、 平均 ・ スケーリ ング ・ 距離補正 ・ エ リ ア補正 ・ ホールド など、 すべての

処理が終了し た時点での値と な り ます。

 p.9

現在値 対象のアンプユニ ッ ト での現在の測定結果のこ と です。

設定にあわせて、 平均 ・ スケーリ ング ・ 距離補正 ・ エ リ ア補正の結果が反映されています

が、 演算 ・ ホールド される前の値と な り ます。

RUNモー ド ではLキーまたはRキーを押すこ とによ り、 サブデジ タルに表示する こ と もでき

ます。

 p.9

リ ニア リ テ ィ リ ニア出力の理想直線に対する誤差で、 一般に直線性と も呼ばれます。 リ ニア出力が検出

物体の帯電量に対し てどれだけの線形性を保っているか （精度が良いか） を示し ます。

リ ニア出力 リ ニア出力線から出力されるアナログ出力です。 電流出力または電圧出力の選択が可能で

す。

リ ニア出力は、 表示値、 およびモニ タ フ ォーカス設定に応じ て出力されます。

RUNモー ド では、 LキーまたはRキーを押すこ とによ り、 実際に出力されている値 （出力値）

をサブデジ タルに表示する こ と もできます。

 p.70

判定出力 HIGH/PASS/LOW出力の総称です。 RUNモー ド またはTモー ド で、 表示値を元にし きい値 ・

ヒ ス幅 ・ タ イマの設定に応じ て出力されます。

測定範囲 接続中のセンサ部で測定可能な範囲です。

 p.118

サンプ リ ング時間 ホールド機能使用時に測定の対象とする時間範囲です。

ト リ ガモー ド とデ ィ レ イ時間の設定によ り決定し ます。

 p.53
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仕様・ 外形寸法

アンプユニ ッ ト

形ZJ-SDA11

（単位 ： mm）

ビニール絶縁丸形コー ド

φ5.1、 9芯
（導体断面積：0.09m㎡/絶縁体径：φ0.7mm）

標準長さ ： 0.1m

ビニール絶縁丸形コー ド

φ5.2、 10芯
（導体断面積：0.09m㎡/絶縁体径：φ0.7mm）

標準長さ ： 2m
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（*1） 　 リ ニア出力の応答速度は、 （測定周期） × （設定平均回数+1回） で算出し ます。

判定出力の応答速度は、 （測定周期） × （設定平均回数+1回） で算出し ます。

（*2） 　 電流 ・ 電圧は、 アンプユニ ッ ト 底面にあるスイ ッ チを切替えます。

（*3） 　 モニ タ フ ォーカス機能で設定可能です。

項目 形ZJ-SDA11

測定周期 1ms

設定可能平均回数

（ *1）

1/2/4/8/16/32/64/128/256/512/1024 回

温度特性 静電気センサヘ ッ ド使用時 ： 0.01%F.S./℃

リ ニア出力 （ *2） 電流出力時 ： 4～20mA/F.S. 　 最大負荷抵抗300Ω

電圧出力時 ： ±4V、 （±5V、 1～5V （*3）） 　 出力イ ンピーダンス100Ω

バン クシ フ ト 入力

ON時 ： 0V短絡または1.5V以下

OFF時 ： 開放 （漏れ電流0.1mA以下）
ゼロ リ セ ッ ト 入力

タ イ ミ ング入力

リ セ ッ ト 入力

機能 計測値表示

現在値表示

出力値表示

設定値表示

分解能表示

ENABLE表示

ゼロ リ セ ッ ト 表示

判定出力表示

ECOモー ド

表示リバース

表示桁数制限

ゼロ リ セ ッ ト メ モ リ

各種タ イマ

初期化

テ ィ ーチング機能

し きい値ダイ レ ク ト 設定

応差可変

スケーリ ング

モニ タ フ ォーカス リ ニア出力補

正

ピークホールド

ボ ト ムホールド

サンプルホールド

ピークtoピークホールド

アベレージホールド

ピーク＆ボ ト ムホールド

マスクホールド

距離 ト リ ガ

デ ィ レ イホールド

デ ィ レ イ時間設定

タ イ ミ ング入力

ク ラ ンプ値設定
高精度計測モード

距離補正機能

検出エ リ ア補正機能

警告出力機能

バン ク切替機能

表示灯 動作表示灯 ： OPE1 （橙色）、 OPE2 （緑色）、 OPE3 （黄色）、 7セグデジ タルメ イ ン表示 （赤

色）、 7セグデジ タルサブ表示 （黄色）、 ゼロ リ セ ッ ト （緑色）、 イネーブル表示 （緑色）

電源電圧 DC24V±10% 　 リ ッ プル （p-p） 10%以下

消費電力 センサ接続時 ： 3.4W以下 （電源電圧24V時、 消費電流140mA以下）

周囲温度範囲 動作時 ・ 保存時 ： 0～+50℃ （ただ し、 結露 ・ 氷結し ないこ と）

周囲湿度範囲 動作時 ・ 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

絶縁抵抗 20MΩ （DC500Vメ ガにて）

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm） X、 Y、 Z各方向80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向 　 各3回 （上下、 左右、 前後）

保護構造 IP40

接続方式 コー ド引き出し タ イプ （標準コー ド長2m）

質量 （梱包状態） 約400g

材質 ケース ： ポリ ブチレンテレ フ タ レー ト 　 カバー ： ポリ カーボネー ト

付属品 取扱説明書、 フ ェ ラ イ ト コア
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センサ部

形ZJ-SD100

・ センサヘ ッ ド

・ プ リ アンプ

・プリアンプ（プリアンプ取付金具取付時）

・プリアンプ取付金具

取付穴加工寸法

（
28
.2
）

(16.8)

(1
8.
2)

97±1

7.8

2－M327±0.1

29
75

(1
1.
8) (2
8.
1)

(1
1.
8)

(16.4)

7.8
4.8 4.8

3.
2 7

27

(91)16

88±1

20

(46)

97±1 (φ
15
)

ビニール絶縁丸型コード
φ3.7 標準1m

ビニール絶縁丸型コード
φ5.2 標準0.2m

・プリアンプ（全機種共通）
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（*1） 測定電圧範囲内であっても検出物体との距離が短い場合には測定値が飽和する こ とがあ り ます。

この時、 表示値はほとんど変化し な く な り ます。

測定面からの距離（mm）×1kVまでを目安と し てご使用願います。

（*2） アンプユニ ッ ト (ZJ-SDA11)接続時の読取り可能最小値です。

（*3） 周囲温度25℃一定の場合

（*4） 測定距離10mm、 測定電圧-5KV～+5KVの場合

（*5） プ リ アンプの場合 （センサヘ ッ ドは除 く ）

項目 形ZJ-SD100

適用アンプユニ ッ ト 形ZJ-SDA11

測定距離 5～100mm

最大測定電圧 （*1） 標準モー ド ： ±50KV、 高精度モー ド ： ±5KV

分解能 （*2） 標準モー ド ： 10V、 高精度モー ド ： 1V

直線性 （*3） ±5%FS （*4）

周囲温度範囲 動作時/保存時 ： 0～+50℃ 

周囲湿度範囲 動作時/保存時 ： 35～85%RH

応答時間 20ms

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 1min(*5)

耐振動 センサヘ ッ ド ： 10～55Hz 　 複振幅3mm 　 X， Y， Z各方向45min

プ リ アンプ ： 10～55Hz 　 複振幅1.5mm 　 X， Y， Z各方向2H

保護構造 IP20

材質 センサヘ ッ ド ： SUS

プ リ アンプ ： PC

質量 （梱包状態） 約250g

付属品 取扱説明書、 フ ェ ラ イ ト コア、 取付金具
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距離補正時センサヘ ッ ド取付金具

形ZJ-XBU1
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取付金具センサ取付け時寸法図
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演算ユニ ッ ト

形ZX-CAL2

項目 形ZX-CAL2

適用アンプユニ ッ ト 形ZXシ リーズ、 形ZJ-Sシ リーズ

消費電流 12mA以下 （アンプユニ ッ ト から供給）

周囲温度範囲 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃ （ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と）

周囲湿度範囲 動作時 ・ 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

接続方式 コネク タ

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 １ min.

絶縁抵抗 100MΩ （DC500Vメ ガにて）

振動 （耐久） 10～150Hz （複振幅0.7mm） 　 X、 Y、 Z各方向 　 80min

衝撃 （耐久） 300m/s2 　 6方向 　 各3回 （上下、 左右、 前後）

材質 表示部 ： アク リル 　 ケース ： ABS樹脂

質量 （梱包状態） 約50g

（単位 ： mm）
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イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト

形ZJ-SF11
（単位 ： mm）

■ コネク タのピン配置とパソ コ ン との接続例

ビニール絶縁丸形コー ドφ5.2、

標準長さ ： 0.5m

ピンNo. 名称 ピンNo. 名称

形ZJ-SF11とパソ コ ンを

D-sub 9ピン （メ ス-メ ス）

のク ロスケーブルで接続

し ます。

パソ コ ン側 （PC/AT互換機）形ZJ-SF11側

＊ピン No. は接続する外部装

置の種類や機種に よ っ て

異なる場合があ り ます。

お手持 ち のプ ロ グ ラ マ ブ

ル コ ン ト ロ ー ラ やパ ソ コ

ン の取扱説明書 を 確認 し

て く だ さい。
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項目 形ZJ-SF11

電源電圧 DC12～24V±10% 　 リ ッ プル （p-p） 10%以下

アンプユニ ッ ト から供給

消費電流 電源電圧24V時、 消費電流60mA以下

（アンプユニ ッ ト の消費電流、 出力電流は除 く ）

接続アンプユニ ッ ト 形式 形ZJ-Sシ リーズ， 形ZXシ リーズ

アンプユニ ッ ト 接続台数 最大5台 （ただ し、 演算は2台まで）

通信機能 通信ポー ト RS-232Cポー ト （D-SUB 9ピン コネク タ）

通信プロ ト コル プロ ト コル ： CompoWay/F

通信速度 38400bps

データ構成 データ ビ ッ ト ： 8、 パリ テ ィ ： な し、 ス ター ト ビ ッ ト ： 1

ス ト ッ プビ ッ ト ： 1、 フ ロー制御 ： な し

表示灯 電源 ： 緑色、 センサ通信中 ： 緑色、 センサ通信エラー ： 赤色、

外部端末通信 ： 緑色、 外部端末通信エラー ： 赤色

保護回路 電源逆接続保護

周囲温度範囲 動作時 ： 0～+50℃、 保存時 ： -15～+60℃ （ただ し、 氷結 ・ 結露し ないこ と）

周囲湿度範囲 動作時 ・ 保存時 ： 35～85%RH （ただ し、 結露し ないこ と）

耐電圧 AC1000V 　 50/60Hz 　 １ min

絶縁抵抗 20MΩ以上 （DC500Vメ ガにて）

ケースの材質 ケース ： ポリ ブチレンテレ フ タ レー ト 　 カバー ： ポリ カーボネー ト

質量 （梱包状態） 約350g
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イ ンタ ーフ ェ ースユニッ ト を使用し て

静電気スマート モニタ と 通信する

イ ン タ ーフ ェ ースユニ ッ ト を使用し てアンプユニ ッ ト とパソ コ ン を接続し、 静電気スマー ト

モニ タ を使用できるよ う にする手順について説明し ます。

電気スマー ト モニ タ動作環境

OS ： Windows 2000 / Windows XP SP2

CPU ： Pentium Ⅲ 850MH ｚ

メ モ リ ： 128MB（推奨256MB以上）

空きハー ド デ ィ スク容量 ： 50MB以上

表示画面 ： 1,024×768ド ッ ト  High Color（16ビ ッ ト ）以上

通信速度 ： 38,400bps

1. 静電気スマー ト モニ タ をパソ コ ンにイ ンス ト ールし ます

2. イ ン ターフ ェースユニ ッ ト 底面の電流/電圧

切替スイ ッ チが、 初期状態 （突起のない側に

入っている） になっている こ と を確認し ます

3. アンプユニ ッ ト をRUNモー ド に切替えます

 モー ドの切替え 　 p.28

4. イ ン ターフ ェースユニ ッ ト とパソ コ ンをケーブルで接続し ます

パソ コ ン（PC/AT互換機） と接続する際には、D-Sub 9ピン（メ ス-メ ス）のク ロスケーブルを使用し て く だ さい

 p.122

5. イ ン ターフ ェースユニ ッ ト と アンプユニ ッ ト を接続し ます

演算ユニ ッ ト （形ZX-CAL2） を使用する と5台まで連結可能です

形ZJ-SDA11 と形ZX-Eシ リーズなど、 異なるアンプユニ ッ ト を混合し て連結し たい場合は、 当社支

店 ・ 営業所までご相談 く だ さい。

 接続方法 　 p.22

* Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

突起のない側

kV
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6. アンプユニ ッ ト の電源を入れます

アンプユニ ッ ト に電源を入れる と、 イ ン ターフ ェー

スユニ ッ ト にも同時に電源が入り ます

イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト のセンサ通信LEDおよび

外部端末通信LEDのERR表示灯が消灯する と、 通信

が可能にな り ます→(手順7)

センサ通信LED または外部端末通信LEDのERR表示

灯が電源を入れてから 5秒以上経過し て も消灯し な

い場合は、 正常に接続を認識でき ていませんので、

以下の点を確認し、 も う一度実行し て く だ さい

・ ア ン プユニ ッ ト のモー ド 切替ス イ ッ チは ［RUN］

に入っているか→ （手順3）

・ アンプユニ ッ ト - アンプユニ ッ ト 間またはイ ン

ターフ ェ ースユニ ッ ト - アンプユニ ッ ト 間は正し

く 接続されているか→ （手順4、 手順5）

・ アンプユニ ッ ト は正常に起動し ているか （アンプ

ユニ ッ ト と セ ンサ部が接続 さ れていないなどの

理由で、 アンプユニ ッ ト が正常に起動し ていない

場合は、 エラーを解消する）

7. スマー ト モニ タ を起動し ます

通信を自動的に開始し ます

通信が開始されない場合、 イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト およびアンプユニ ッ ト の電源をいったん切り、 手順6

からやり直し て く だ さい

それでも通信できない場合は、 以下の （i） ～ （iv） を確認し、 も う一度実行し て く だ さい

（i）通信ポー ト 番号の不一致または通信ポー ト を他のアプ リ ケーシ ョ ンが使用し ている

・通信ポー ト 番号をパソ コ ンの通信ポー ト に合わせる （通信ポー ト 以外の通信条件は、自動的に設定され

ます）

・通信ポー ト を使用し ている他のアプ リ ケーシ ョ ンを終了する

（ii）スマー ト モニ タ起動時に、 外部端末通信LEDのBUSY表示灯がま った く 点灯し ない （イ ン ターフ ェースユ

ニ ッ ト に信号が送信されていません）

・ 正しいケーブルで接続し ているか （誤ってス ト レー ト ケーブルを使用し ていないかなどを確認）

→ （手順4）

・接続に異常はないか→ （手順4、 手順5）

・通信ポー ト は正し く 設定されているか

（iii）コマン ド送信時に、 外部端末通信LEDのBUSY表示灯が一瞬点灯するが、 イ ン ターフ ェースユニ ッ ト から

のレスポンスがない

・イ ン ターフ ェースユニ ッ ト 底面の切替スイ ッ チは、 初期状態になっているか→ （手順2）

・アンプユニ ッ ト はRUNモー ド になっているか→ （手順3）

（iv）スマー ト モニ タ画面上にエラー メ ッ セージが出て起動できない

・使用し ている イ ン ターフ ェースユニ ッ ト は正しいか 　

（ZJ-SDAと通信するためには、 専用のイ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト （ZJ-SF11） が必要です）
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特性データ  

測定電圧-リ ニアリ ティ 特性

測定距離-誤差特性
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デジタ ル表示早見表

早見表の見方

「デジ タル表示」 欄の （*） マークがついた項目はサブデジ タルに表示されます。 それ以外の項

目はメ イ ンデジ タルに表示されます。

デジ タル表示 内容 参照

1  （*） 1-SHT タ イマ/1シ ョ ッ ト タ イマ p.80

A A20mA （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/1点目の設定 （電流出力の場合）

リ ニア出力補正/1点目の補正 （電流出力の場合）

p.70

p.74

A 　 4V （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/1点目の設定 （電圧出力の場合）

リ ニア出力補正/1点目の補正 （電圧出力の場合）

p.70

p.74

 （*） ALL スペシャルメ ニューをすべて表示させる p.34

AREA エ リ ア補正 p.85

 （*） AUTO 距離計測モー ド/オー ト p.42

 AUTOT Tモー ド/オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング実行中 p.67

AVE 平均回数設定 p.52

 （*） AVE-H ホールド/アベレージホールド p.53

B B 4mA （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/2点目の設定 （電流出力の場合）

リ ニア出力補正/2点目の補正 （電流出力の場合）

p.70

p.74

BANK バン ク選択 p.88

B 　 4V （これが表示される前に選んだ機能によ って内容が変わり ます）

モニ タ フ ォーカス/2点目の設定 （電圧出力の場合）

リ ニア出力補正/2点目の補正 （電圧出力の場合）

p.70

p.74

 （*） B-H ホールド/ボ ト ムホールド p.53

C CLAMP 非測定時のク ラ ンプ値設定 p.77

 （*） CLAMP 非測定時設定/出力を ク ラ ンプ値に戻す p.77

 （*） CLOSE スペシャルメ ニューを表示し ない p.35

operation2.book  127 ページ  ２０１４年７月２４日　木曜日　午後１２時１分



128

第
 7

 章
付

　
録

ZJ-SD
ユーザーズマニュ アル

第 7 章
デジ タル表示早見表

D  D-CYC 微分機能/微分サイ クル数 p.107

 （*） D-FWD スケーリ ング機能使用時の測定値の傾き設定 （表示イ ンバースな し） p.101

 （*） D-INV スケーリ ング機能使用時の測定値の傾き設定 （表示イ ンバースあ り） p.101

 DIFF 微分機能 p.106

DIGIT メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの表示桁数設定 p.92

DIST 距離計測モー ド設定 p.42

 （*） DISP スペシャルメ ニュー中の表示関連機能を表示させる p.92

 （*） DOWN ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフダウン ト リ ガ p.58

DREV メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの表示を上下反転させる p.93

E ECO メ イ ンデジ タル、 サブデジ タルの表示を暗 く し、 消費電流をおさ える p.95

 （*） ETC スペシャルメ ニュー中の表示関連、 出力関連以外の機能を表示させる p.35

F FOCUS 測定値の出力範囲設定 p.71

FIX FIXモー ド設定 p.41

H H-DLY ホールド/デ ィ レ イホールド p.62

H-D-T ホールド/デ ィ レ イホールド/デ ィ レ イ時間設定 p.63

H-HYS ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフ ト リ ガ ヒ ス幅設定 p.61

H-LVH ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフ ト リ ガレベルHigh設定 p.59

H-LVL ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフ ト リ ガレベルLow設定 p.59

H-S-T ホールド/デ ィ レ イホールド/サンプ リ ング時間設定 p.63

H-TRD ト リ ガレベル以上/ ト リ ガレベル以下/ ト リ ガレベル範囲内 p.59

H-TRG ホールド/ ト リ ガモー ド設定 p.56

HOLD ホールド設定 p.55

HYS ヒ ス幅設定 p.69

I INIT 設定内容の初期化 p.98

K  （*） KEEP 非測定時設定/出力を保持する p.78

L L-ADJ リ ニア出力の補正値設定 p.75

M MASK ホールド/マスクホールド p.53

 （*） MAX 非測定時設定/ク ラ ンプ値/最大設定 p.78

 MEAS 計測モー ド設定 p.40

O  （*） OFF-D タ イマ/オフデ ィ レ イ p.79

 （*） ON-D タ イマ/オンデ ィ レ イ p.79

OUTPT 出力タ イプ設定 p.83

デジ タル表示 内容 参照
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P  （*） P1SCL スケーリ ング/1点目スケーリ ング p.100

 （*） P2SCL スケーリ ング/2点目スケーリ ング p.103

 （*） PB-H ホールド/ピーク&ボ ト ムホールド p.53

 （*） P-H ホールド/ピークホールド p.53

 （*） PP-H ホールド/ピークtoピークホールド p.53

R RESET 非測定時の出力内容設定 p.77

 （*） RESET RUNモー ド またはTモー ド/リ セ ッ ト 入力中 p.23

S  （*） S-H ホールド/サンプルホールド p.53

SCALE スケーリ ング設定 p.99

S-DIS センサ距離値設定 p.43

 （*） SET スペシャルメ ニュー中の出力関連機能を表示 p.35

 SIZE エ リ ア面積設定 p.86

SPCL スペシャルメ ニュー

スケーリ ングやモニ タ フ ォーカスなどを表示させる メ ニュー

p.35

 （*） STAND 計測モー ド を標準に設定 p.40

 （*） STAND 出力タ イプを標準に設定 p.83

T T-TIM タ イマ時間設定 p.81

TIMER 判定出力のタ イ ミ ング設定 p.80

 （*） TIMNG （選択し ているモー ド によ って内容が変わり ます）

FUNモー ド ： ホールド/ ト リ ガモー ド/タ イ ミ ング入力

RUNモー ド、 Tモー ド ： タ イ ミ ング入力中

p.56

p.23

U  （*） UP ホールド/ ト リ ガモー ド/セルフ ア ッ プ ト リ ガ p.58

USER ユーザモー ド設定 p.41

W  WARN 出力タ イプ設定 p.83

 （*） WARN 出力タ イプ/警告レベル設定 p.84

Z ZRMEM ゼロ リ セ ッ ト し た と きの測定値を保存または解除させる設定 p.38

デジ タル表示 内容 参照
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英数字

Numerics
1 点スケー リ ング 99
2 点スケー リ ング 103

A
AUTO モー ド 41

C
CH 番号 21

E
ECO 表示 95
ENABLE LED 9

F
FIX モー ド 41
FUN モー ド
～の概要 28
～の機能遷移 34
～の表示内容 29

G
GND 線 23

Q
Q&A

113

R
RUN モー ド
～の概要 28
～の機能遷移 33
～の表示内容 29

T
T モー ド
～の概要 28
～の機能遷移 33
～の表示内容 29

U
USER モー ド 41

あ

明る さ を変更する 95
アベレージホールド 54
アルフ ァベ ッ ト の表記 30
アンプユニ ッ ト
外形寸法図 115
各部の名称 7, 9
仕様 116

い
位置決めテ ィ ーチング 66
イ ン ターフ ェ ースユニ ッ ト
外形寸法図 122
各部の名称 12
コネク タ ピン配置図 122
仕様 123
スマー ト モニ タ との通信 124
パソ コ ン との接続例 122
～を接続する 22

う
WINDOW 58

え
エ ラー メ ッ セージ 111
エ リ ア補正機能 85
OFF 85
ON 85

演算ユニ ッ ト
各部の名称 11
～を接続する 20

お
応答時間 52, 114
オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング 67
オフデ ィ レ イ タ イマ 79
オンデ ィ レ イ タ イマ 79

か

カーソルキー 30

き
キー入力を無効にする 96
キープ 77
キーロ ッ ク
～の解除 96
～の設定 96
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キー操作 30
基準電圧の補正 （ゼロ リ セ ッ ト ）
～の解除 37
～の実行 37

機能遷移図 33
基本構成 6
距離 ト リ ガ 56

く
ク ラ ンプ 77
ク ラ ンプ値 77

け
警告レベル
～の設定 82

現在値 114

さ

サブデジ タル 29
サンプ リ ング時間 53
サンプルホールド 54

し
し きい値
位置決めテ ィ ーチング 66
オー ト マチ ッ ク テ ィ ーチング 67
ダイ レ ク ト 入力 65
～を入力する 64
選択スイ ッ チ 9

出力コー ド 23
出力設定 70
出力タ イプ
警告 82
標準 82

出力値の補正 74
仕様 115
初期化
設定データ 97

す
数値の変更方法 32
スケールを変更する 99

せ
静電気スマー ト モニ タ との通信 124
設定データ を初期化する 97
設定内容の選択方法 31
セルフ ア ッ プ ト リ ガ 58
セルフダウン ト リ ガ 58
ゼロ リ セ ッ ト
LED 9
～メ モ リ 38

センサ部
外形寸法図 117
各部の名称 11
仕様 118
～を接続する 19
～を設置する 15

センサヘ ッ ド
外形寸法図 117

そ
操作の流れ 26
測定基準電圧 36
測定値 114

た

タ イマ 79
タ イ ミ ング設定 79
タ イ ミ ング入力 56
ダイ レ ク ト 入力 65

て
テ ィ ーチング 64
デ ィ レ イ時間を設定する 62
デ ィ レ イホール ド 62
デフ ォル ト 値
設定データ 97

電源 LED 9
電源線 23
電流／電圧切替スイ ッ チ 9

と
特性データ 126
ト ラ ブルシューテ ィ ング 110
ト リ ガモー ド選択 56, 58
取付金具 17, 119

な

に
入出力段回路図 24

は

配線する 23
バン ク
バン ク切替え 88, 90

センサヘ ッ ド
各部の名称 11
仕様 118
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～の設置 15
判定出力タ イ ミ ング 79
反転表示 93

ひ
ピークホールド 53
ピーク＆ボ ト ムホールド 54
ピーク to ピークホールド 54
ヒ ス幅 59, 69
非測定時設定 77
微分機能 105
表示桁数を変更する 92
表示リバース 93

ふ
プ リ アンプ
取付け方法 16

へ
平均回数 52

ほ
ホール ド
条件を選ぶ 53
モー ド 選択 53

ホール ド機能 53
ボ ト ムホールド 53

ま

マスクホールド 54

め
メ イ ンデジ タル 29

も
モー ド 28
切替スイ ッ チ 28
～の切替え 28

モニ タ フ ォーカス 70

や

よ
用語解説 114

ら

り
リ ニア GND 線 23
リ ニア出力 70
出力値の補正 74

リ ニア出力線 23

わ

ワンシ ョ ッ ト タ イマ 80
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マニュ アル改訂履歴

マニュアル改訂記号と増刷記号は、表紙と裏表紙の下に記載されているMan. No.の末尾に付記

されます。

改訂記号 増刷記号 改訂年月 改訂内容

A ① 2005年8月 初版

B ① 2005年10月 距離計測モー ド機能追加による説明文追加

C ① 2006年8月 外形変更， 基準電位補正機能追加

C ② 2007年3月 軽微修正

D ① 2011年6月 軽微修正

E ① 2014年7月 軽微修正

724E 1Man. No.

operation2.book  134 ページ  ２０１４年７月２４日　木曜日　午後１２時１分





スマート静電気センサ
形ZJ-SDシリーズ

ユーザーズマニュアル

Man. No. SCHE-724E

ス
マ
ート
静
電
気
セ
ン
サ
   形

Z
J
-
S
Dシ
リ
ー
ズ
　
ユ
ー
ザ
ー
ズ
マ
ニ
ュ
ア
ル

2014年7月現在　①VQ○SCHE-724E
○ OMRON Corporation 2005
お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C
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インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

●その他のお問い合わせ
納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
担当オムロン販売員にご相談ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ご案内しています。

●製品に関するお問い合わせ先

　■営業時間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

●FAXやWebページでもお問い合わせいただけます。

携帯電話・PHS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります） オムロン商品のご用命は

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。

www.fa.omron.co.jp
緊急時のご購入にもご利用ください。

本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認（又は
役務取引許可）が必要です。
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 FAX 055-982-5051 / www.fa.omron.co.jp

お客様相談室 クイック オムロン

0120-919-066
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